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この章で私がご紹介するのは、地球の人類が生まれた時から見守り、今回のアセンションで

も中心的な立場で活動してくれた４つの星のスターピープル達です。 

正式にはアシュタール連合と光のナソールを加えた 6 つの種族達や連合体ですが、アシュタ

ール連合と光のナソールは、未だ皆さんに多くの事を語る事が許されていませんので、今回

は簡単なご紹介のみとさせていただきました。 

 

地球人は、スターピープル達の遺伝子を組み合わせて、天の川銀河でも最高クラスの種族を

つくる事を目的として生み出されました。 

その地球人が、長い時を超えて第１次アセンションを行う事は、彼らの念願でありました。 

彼等は地球人が成長して、天の川銀河を代表するようなスターピープルとして活動してもら

いたいと思っているのです。 

しかも地球という闇の深い物理世界を生きた経験はとても貴重なものです。 

このような世界を生きて第１次アセンションを迎えるという事の大切さや難しさを、他の

星々に伝える教師となってほしいのです。 

 

地球には、様々な意識や考えを持った人達がたくさんいます。 

ただ、第１次アセンションを迎えるには「宇宙の愛」と呼ばれる意識状態になっていかなく

てはいけません。 

そして、自分の感情や意識を整理し、自分と他人を愛する事が出来る精神状態やスターピー

プルや他人に依存しない精神状態になっていかなくてはいけません。 

 

アセンションを中心的に進めてきたグループは、様々なアセンションの妨害を行う地球外生

命体（ダークピープル）や未来から来た地球人の攻撃をしのぎ、地球の人々の意識を高める

努力をしながらアセンションを進めてきました。 

そのために、自分達も傷つき多くの苦難を経験しましたが、スターピープル達はとても強い

信念と愛の力で、その事を乗り越えてきました。 

最初に、アセンションの中心となって活躍してきた４つの種族達のリーダーのメッセージと

アセンションのための活動報告を行っていただきました。 

 

彼らは同じ星座内にあるいくつもの恒星と惑星に存在しているスターピープル達です。 

あるものは肉体を持たずスピリチュアル体のみで活動している者もいますし、私達と同じよ

うに肉体を持って活動している者もいます。 

各種族の連合体はこのような様々な特徴を持ついくつもの種族達が協力し合って運営してい

ます。 

 

第６章 アセンションを支えてきたスターピープル 
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注意 

星の名前に関しては、その星が特定されないように、あえてアルファベット文字で記載して

あります。 
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PART1 アンドロメダ連合の目的 

 

私はアンドロメダ座のスターピープルを統括する者で、ハデスと言います。 

ギリシア神話で知られるゼウスの兄であるハデスとは同じ名前ですが、全く別の存在です。 

私は主に、これからアセンションしていく人々の世界のサポートを行います。 

 

私達、アンドロメダ座のスターピープルはアンドロメダ連合というものを組織しており、他

の星々に関わる事が出来る全てのアンドロメダ星系の星の者達は、アンドロメダ連合に参加

しております。 

 

私達はどのような小さな星であったとしても、他の星系の星と関わる場合には、単独での行

動は許しておりません。 

アンドロメダ連合に属する一つの星の種族が、単独で別の星系の星に関わると、その星を通

して、様々な存在達がアンドロメダ星系に入ってきて、私達の仲間の星々に悪い影響を与え

る可能性があるからです。 

 

また反対に、アンドロメダ星系の進化した星が、自分達の判断だけで他の星系の星に関わる

と、あまりの技術や知識の違いに、その星の人々が驚いて混乱を起こす事もあります。 

 

そのような事を防ぐ為に、アンドロメダ星系の星はひとつになって、星々の合意のもとに、

アンドロメダ連合という形で、他の星々に関わります。 

もちろん、私達の連合に所属している星々の中には、文化の差や科学技術の差がありますの

で、全ての星が同じ役目を担える訳ではありません。 

私達はその事を理解しあって、お互いが得意な分野を担当して活動しています。 

 

私達は１つ１つの星が単独で仕事をする事はありませんが、アンドロメダ連合の目的や役割、

そして主要な役目を持つ星について説明させていただきます。 

 

私達アンドロメダ連合は、過去にいくつかの戦争を経験してきました。 

それはシリウス星系やアルクツールス星系でも起こったように、私達の成長過程においては

必要な事でした。 

私達は、科学技術のみが一方的に成長し、精神面の成長が遅れると、必ず人々の心の中に様々

な欲望や他人を支配したいという気持ちが生まれる事が分かりました。 

そして、その気持ちは様々なレベルの争いをうみ、やがて戦争へと発展していくのです。 

中心的スターピープル１ アンドロメダ連合 
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戦争というのは、私達に多くの学びと警告を与えてくれます。 

 

私達はそれ以降、科学技術と精神の協調を目指して努力してきました。 

それは、現在共に活躍しているスターピープル達にも共通している事です。 

私達は、アンドロメダ星系の代表達が集まって過去の悲惨な体験を繰り返さないように、お

互いが協力できる連合を作りあげました。 

そしてアンドロメダ星系の様々な問題を解決してきたのです。 

 

問題というのは、その多くが発展途上の星々における種族間の抗争であったり、独裁者によ

る理不尽な統治による弊害です。 

また、今の地球のように、科学技術が進みすぎて心とのバランスが取れなくなって、戦争や

侵略がおこる場合もあります。 

時としてアンドロメダ星系以外の星から悪意を持って侵入してくる存在達によって問題が引

き起こされた場合もあります。 

 

私達はアンドロメダ星系を守るために、いくつかの方針を立てております。 

ひとつは、アンドロメダ星系内の星、もしくはアンドロメダ星系以外の星が、悪意を持って

私達の星系内の星々に関わる場合、必ず連合内で協力し合って排除いたします。 

 

次に、同じ星内の種族間の抗争などについては、それが武力抗争を伴い人々を傷付けるもの

であれば、私達が仲介者となり、徹底して相手を理解するための話し合いを行います。 

それでも、武力抗争を行なおうとする種族に関しては、星の一部に隔離します。 

 

3 番目に発展途上の星に関しては、その星の独自性を守った上で、科学技術と精神のバラン

スが取れるようにアドヴァイスを行います。 

 

私達のこの方針と連合内の星々の努力によって、多くの星々が平和的に進化を行う事が出来

ました。 

そして多くの星が、第１次アセンションを経験し、さらにいくつかの星は、第２次アセンシ

ョンを果たしました。 

 

私達は、アンドロメダ連合として共に成長していくために、どこかの星だけが突出して進化

する事も止めました。 

そして、第２次アセンションを経験した者種族達を中心に、発展途上の星に働きかけ、「宇宙

の愛」や「宇宙意識」を教え、第１次アセンションを迎える事が出来るようにサポートして

います。 
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PART2 アンドロメダ連合の活動の拡大 

 

私達は、長い間アンドロメダ連合を中心として、同じ星系内で働いてきましたが、アンドロ

メダ星系の星の多くが、第１次アセンションを迎える事が出来ましたので、私達は自分達の

活動範囲を天の川銀河内に広げていきました。 

そして連合の中でいくつかのグループを作り、各地域へ出かけていきました。 

私はその中のグループの１つの代表を務めております。 

私達が担当するのは、この太陽系を中心とする星域です。 

 

私達は、他の星系の星に対しても、同じような方針に基づいて活動しています。 

しかし、アンドロメダ星系内の星と異なり、私達がサポートする場合はいくつかのケースに

限られています。 

 

ひとつは、他の星から侵略を受けている場合です。 

スターピープルとは呼べない悪意を持った存在達は、発展途上の星々を狙い、武力的もしく

は精神的なコントロールを行って、その星を侵略し支配しようと行動しています。 

私達は、その星の独自性を守るために、それらの存在を排除します。 

もちろん、その星の人々にとっても学びが必要ですので、完全に無害のまま、悪意ある存在

達を排除する事はできませんが、その星の全てが破壊されて侵略されないように、私達は迅

速に行動しています。 

 

そしてもう一つは、第１次アセンションを迎えようとする星が、無事に第１次アセンション

を迎える事が出来るようにサポートを行う事です。 

星に住む人々が、ひとつの意識にまとまったスピリット体である場合はさほど大きな問題は

起こらず、すんなりと第１次アセンションは起こります。 

 

しかし、アセンションを行う人々が、様々な感情や意識、価値観を持った存在である場合は、

現在の地球のように多くの問題が起こります。 

たとえば、私達スターピープルに対する考え方の違いや、宇宙の愛に対する理解、その星の

未来に対するビジョンなどに違いがあれば、アセンションに対する考え方に違いが生まれる

事も当然です。 

第１次アセンションを望む人や必要としている人も要れば、第１次アセンションを望まない

人、不要としている人達も出てきます。 

 

そのために、同じ星でもアセンションする部分とディセンションする部分に別れてしまうの

です。 

他の星は地球ほど複雑ではありませんが、それでもアセンションとディセンションが同時に

起こりますので、様々な問題が噴出してきます。 
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ひとつの星で大きな分離が起きますので、分離されたくない人や家族の間に大きな不満や怒

りが出るでしょう。 

あるいは、個人的な感情や抑圧されていた意識が噴出して、自己崩壊を起こしてしまう人達

も出てきます。 

また、そのような不安定な時期に、星の人々をコントロールしようとするグループやダーク

ピープル達が現れてくる事もあります。 

 

私達は、あらゆる状況を想定して、問題が起こりそうな場合は、私達だけでなくアシュター

ル連合やシリウス連合、プレアディス連合とも連絡を取り合って合同チームを作ります。 

それはほとんどの場合、ダークピープルがアセンションに関与してきて、彼等との抗争が予

測される場合です。 

 

まさに今回の地球のアセンションがそうですね。 

天の川銀河だけでなく他の星系からも応援が来ていますし、創造主そのものもサポートに入

ってきています。 

これは今までに、私達も見た事もないほど大きな連合体が出来ているといっても過言ではな

いでしょう。 

 

その理由は、今回の地球の第１次アセンションは地球だけでなく、天の川銀河内のいくつも

の星が連動して第１次アセンションを行う予定になっているからです。 

私達のアンドロメダ連合にとっても、今迄に体験した事がない事態ですので、第２次アセン

ションを経験した星だけでなく、第１次アセンションを成し遂げた星々も協力して、大きな

プロジェクトとして今回取り組んでいます。 

そしてその主力部隊が、今地球の第１次アセンションに取り掛かっているのです。 

 

 

 

PART3 アンドロメダ連合が、地球のアセンションで行っている事 

 

アンドロメダ連合が行っている事は、いくつかあります。 

そのひとつが、地球に関わってこようとするダークピープルや地球外生命体の監視と処理で

すが、これは私達が想定した以上のレベルで起こっています。 

地球人が生み出された時点から、かなり高度で悪質な地球外生命体が関わっており、その処

理を行なう事は、私達だけでは無理でしたのでアシュタールや他の星系の皆さんにも協力し

ていただいています。 

また創造主様も、TAKESHIさん達を、地球に生みだし、この問題の解決に努めています。 

 

次に、地球人を観察したところ、非常に自己中心的で、他の生命に対して支配的な考え方を
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持っている人が非常に多くいるという事が分かりました。 

通常の第１次アセンションを迎える星々では、このような事はありません。 

その星の多くの人々がエゴを手放し、「宇宙の愛」の基本的な考え方を身につけるために努力

していますので、速やかに第１次アセンションを迎えられるのです。 

 

しかし地球の場合は、逆に自己中心的な人が多く到底第１次アセンションを迎えるような状

況ではないのに、第１次アセンションが準備されている事が不思議でした。 

TAKESHI さんや多くのスターピープル達が、アセンションを妨害する問題をどんどん解決

していく中で、地球のアセンションが、単なる第１次アセンションではなく、闇の地球から

光の地球を分離し、光の存在達を助けるという意味を持ったアセンションである事が理解で

きましたので、私達の仕事の一つに、光の存在達を救出するという目的が加わりました。 

 

そして、地球のアセンションは物理世界を伴いますので、スピリチュアルな世界だけしかな

い星では行う必要がない仕事もあります。 

そのひとつは、地球のエネルギーを高めて、今迄の光が少ない地球と光が多い地球に分離す

る事です。 

これは非常に特殊な科学技術が必要とされる事でしたので、プレアディス星系を中心とした

スターピープル達が合同でおこなっています。 

私達もこの方法を学ばせて頂き非常に感謝しております。 

 

今回の地球の第１次アセンションで最も大変な事は、アセンションする人とそうではない人

の世界を分離していく事です。 

特に地球は特殊な物理次元を持ちますので、アセンションする世界もディセンションする世

界も、光の度合いに応じていくつも段階的に分かれています。 

 

人々の意識の状態に合わせて、その人が行くべき世界を区分していく作業は、私達も今まで

経験がない事でしたが、これが物理世界を持ち、人々の意識状態が１人１人異なる星のアセ

ンションの方法である事を知り学ばせて頂いております。 

 

もっとも、アシュタールの方に聞いても、これほど複雑で様々な問題があるアセンションは

今迄になかったようです。 

しかも第１次アセンションと共に創造主の再編が行われるという事も前代未聞であったよう

です。 

この地球の第１次アセンションが、単に１つの星のアセンションではなく、天の川銀河をは

るかに超えた大宇宙の創造主様達の遠大な計画に基づいて行われている事が、私達にも分か

りました。 

 

私達は、通常ではお会いできないような高次の創造主様や伝説的とも言われる素晴らしいス
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ターピープルの皆様にお会いする事が出来て非常にうれしく思っています。 

又今まで、闇に閉じ込められていた古代グルタニュ星人を始め、多くの高い叡智を持った種

族達が助け出された姿を見て、この宇宙の奥深さを痛感させられております。 

私達も、進化したとはいえ、まだまだ力が足りない事を思い知らされております。 

 

私達の主な仕事は、先ほど述べましたように、地球をおびやかす地球外生命体達から地球の

人々を守り第１次アセンションへと導く事です。 

そして、地球を光の度合いに応じて、いくつもの世界に分離し、異なる次元に他の次元の人

が入らないようにする事。 

地球の人々の意識状態に合わせて、人々が行くべき世界を選び導いていく事などです。 

今回のアセンションに関しては、他のスターピープルの皆さんと共に、アシュタールの方々

や TAKESHIさんの指導により、多くの事を学ばせて頂いております。 

 

そして、今回私達が行う最大の仕事は、地球の方とのファースト・コンタクトです。 

第１次アセンションの最大の出来事が、このファースト・コンタクトですが、この仕事は私

どもアンドロメダ連合にまかされておりますので、これを光栄に思い準備を進めております。 

この事に関しては、後程深く明かされる事と思います。 

 

それでは次にアンドロメダ連合の代表的な３つの星のリーダーからのメッセージを送らせて

いただきます。 

 

 

 

PART３ A星 

 

私は A星のヨシューダです。 

私達が住んでいるのは、A星ではありませんが、A星を中心とした惑星に住んでいます。 

太陽を中心とした太陽系の中に皆さんの地球があるのと全く同じ事です。 

私達の星は、皆さんには知られていませんので、A星と呼ばれてもよろしいかと思います。 

 

A星系の星は、主にアンドロメダ連合では外交を行っています。 

アンドロメダ連合が、他の星々に関わる時は、まず私達がコンタクトを行い、その星の状況

を調査します。 

そして、その星にとってどのようなサポートが必要であるかという事を判断して、その星の

人達と協議を行う事が私達の役目です。 

また「宇宙意識」や「宇宙の愛」の本質を教えると共に、スターピープルとしてどのように

成長し活動していくのかという事を指導するのも私達の役目です。 
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私達は武力を一切使う事をせずに友好的に他の星の人達と交流します。 

武力が行使されている星やダークピープルが関わっている場合は、私達ではなく D 星のガジ

ェッド様達のグループが担当する事になります。 

今回、地球のアセンションに関しては、最初から D 星の方達との合同チームで参加させてい

ただいております。 

 

そして、私達が地球で行う事は、地球の人達の意識調査です。 

地球は自分達の星以外の種族との交流を行っていませんから、私達も直接関わる事が出来ま

せん。 

しかし、地球人がどのような考えを持ち、どのように行動しているのかという事を私達は細

かく分析しています。 

そして、同じ地球人でもアセンションを望む人達とそうでない人達を区分けして、自分達が

望む世界に、皆さんを送り届ける仕事も私達の役目です。 

 

私達の、今回の最大の役目は、D 星の人達と私達で地球人とのファースト・コンタクトを行

う事です。 

私達はどのようにしたら、地球人が恐れや不安を捨てて、私達と会う事が出来るのか、今で

も模索しています。 

通常の星のアセンションでは、多くの人々の意識はひとつですので、その人達が望むような

形、あるいは違和感がない形で私達が現れる事は、たいして難しい問題ではありません。 

しかし地球は、1 人 1 人が多彩な考え方を持ち、私達に対しても、友好的な態度をとる人、

依存しようとする人、恐れる人、攻撃してこようとする人、様々なパターンが考えられます。 

 

私達は、皆さんと友好的な関係を保たなければいけませんので、私達を恐れたり攻撃しよう

とする人達の前には出る事が出来ません。 

また依存しようとする人達の前にも出る事はできません。 

私達が、皆さんの前に姿を現す事が出来る範囲は、少なくとも、私達に友好的な感情を持っ

てくださる方達のみとなります。 

 

それは、地球のアセンションの細かい区分けで言うと、光が 5１％以上の世界の人達という

事になりますので、私達は、その様な人達にターゲットを絞って、ファースト・コンタクト

を行う事となるでしょうが、その詳細は、直前まで明かす事はできません。 

 

私達の最大の仕事は、地球の人達がファースト・コンタクトと第１次アセンションを終え、

皆さんが私達との間に交流を始める事が出来るようになってから始まります。 

私達は皆さんの経験や価値観を重んじながらも、皆さんに新しい哲学というか考え方を教え

ていかなければなりません。 
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皆さんが持っている科学技術はこれからどんどん進んでいくと思います。 

この宇宙を旅していく宇宙船も作られていくでしょう。 

その時に、この科学技術を制御していけるだけの倫理観や道徳を持たなければならないので

す。 

私達はそれを「宇宙の愛」や「宇宙意識」という言葉で表しています。 

 

私達は皆さんに、「宇宙の愛」と「宇宙意識」について多くの学びを行ってもらう必要がある

と考えておりますので、そのための教育を行っていく事になると思われます。 

そして皆さんが、立派なスターピープルとして、巣立つ時まで私達の指導は続きます。 

 

 

 

PART４ M星 

 

私はM星のジョーディと言います。 

皆さんにM星の特徴をご説明させていただきます。 

M星は、本来は各星々の交流の基点として、多くの星々との間に文化的交流を行っています。 

また自然災害や他の種族からの侵略で、その星に住めなくなった種族を救い出し、他の星々

へ移住させるような事も行っております。 

 

もっとも文化的な価値が高く少数の人しか残っていない場合には、私達の星で独自の区域を

作り、そこに住んでもらう場合もありますが、その種族が独自の発展を遂げるであろうと考

えられる場合には、環境が整った星をご紹介する場合もあります。 

 

私達は、高度の肉体的、精神的医療の技術を持っていますので、自然災害や侵略戦争によっ

て被害を受けた人達を招き入れ治療する事もしております。 

また支配的な存在から、精神的なコントロールをうけている場合などにも、その精神的コン

トロールを除去するお手伝いもいたしております。 

相手を支配する事は、本来宇宙の法則としては禁止されている事ですが、強欲な存在達、私

達の言葉でいえば、ダークピープル達は、宇宙の法則を無視して力のない人々に対して、こ

の許されざる行為を行っています。 

 

今回、私達は、地球の第１次アセンションに対して、地球の人々が受けている精神的なコン

トロールを除去するお手伝いをするためにやってきました。 

私達の医療チームは次のようなコントロールに対して解決の方法を提示し実行しております。 

ひとつは、自分自身の過去の記憶から自分の能力や人格を否定する自分自身によるコントロ

ール。 

次に、国家や宗教団体に服従させるための人間同士でのコントロール。 
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最後はダークピープルや地球外生命体による、地球人を侵略するためのコントロールです。 

 

地球人はこの３つのコントロールが複雑に絡み合い、皆さんの意識を巧みにコントロールさ

れています。 

そして、地球人自身は自分がコントロールされている事に全く気付いていないのです。 

これは、一種の心理的な攻撃でもありますので、私達は、特別なプラーナエネルギーを使用

してこの心理的な束縛から皆さんが解き放たれるように努力しています。 

また、ブラッド星人や天使達とも協力して、第１次アセンションに向かうと予想される方々

から、順次このコントロールを外すように処理を行なっています。 

 

この何重にもわたる心理的なコントロールによって、本来第１次アセンションを迎えるべき

人達の多くが、第１次アセンションを迎える事が出来ない状況に置かれています。 

つまり第１次アセンションの基本である「宇宙の愛」の第 1 ステージに目覚めていないとい

う事です。 

 

そればかりか、第１次アセンションが起こる事すらも気づいていません。 

第１次アセンションに関する情報は、地球では、国家の指導者により隠蔽されていますし、

スピリチュアル・レベルの事が全く知覚できない地球人には、現在何が起きているかという

事さえも理解できないのです。 

 

第１次アセンションに関する情報は、その星に住む種族にとっては、自らの未来を決める重

大な出来事ですので、通常の星であれば、星の指導者だけでなく、星に住む多くの人々が、

第１次アセンションに対して話し合いを行い、それを行うか否かを決めるべきです。 

 

しかし、地球では、多くの人が自分達のスピリットに起こっている事やスピリチュアル次元

で起きようとしている事に対して盲目的で、物質世界の事ばかりに気をとられています。 

そのために、地球のアセンションは、その人の意識状態に合わせて、いくつもの世界に地球

人を区分けしていく事になったのです。 

もちろん、どのような世界に行くのかという事は、その人の魂やスピリット、そしてその人

自身の意識が決定します。 

その区分けに対して、中心的に関わるのはM星の私達です。 

 

私達は、１人１人の地球人が、精神的なコントロールから解かれて、自分自身の判断でアセ

ンションした世界に行く事が出来るようにサポートしてあげる事が役目です。 

 

ディセンションした世界に行く人は、自分達のコントロールが解かれる事を、自分自身に対

して許可していない人がほとんどです。 

スピリチュアル次元で、自分に起こっている事を知る事によって、とても大きなショックを
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受ける可能性がある人に対しては、このコントロールの制限をとる事はとても困難です。 

彼等は、今のままの世界に継続して生きながら、自分の意識が目覚める時を待つ必要があり

ます。 

その時は、今回ではないかもしれませんが、やがて訪れるでしょう。 

 

また、スピリットはこの第１次アセンションを理解しているが、肉体の意識は理解していな

いという地球人もたくさんいます。 

その時は、スピリットが肉体から離れて物理的な世界での死を迎えてから、アセンションし

た世界に入って行くという事も考えられますので、私達は、他のスターピープルや天使達と

協力して、このような事態にも備えなければなりません。 

これは、大きな自然災害を伴って起きる事が常なので、大きな自然災害が起きた時は、私達

も仲間と共に、大きな宇宙船を準備して、スピリットの救出に向かわなければなりません。 

 

私達は、地球の第１次アセンションに関しては、皆さんが肉体を持ったまま光の世界に入る

事を望んでいます。 

なぜなら、このような肉体を持ったままでの第１次アセンションは、この地球でしか起きな

い可能性があるからです。 

そして、肉体を持ったまま意識進化し、私達と同じような半物質の体、つまり物質的な肉体

も持てるし、肉体のないスピリットになっても同じ継続した意識が持てるという状態に進化

していただきたいと思っています。 

 

この地球の第１次アセンションをうまく乗り越える事が、私達にとっても大きな学びとなる

のです。 

そして地球を含む天の川銀河の大いなる進化につながっていくのです。 

 

 

 

PART５ D星 

 

TAKESHIさん、私はガジェットです。 

皆さんの事を、ダークピープル達やアセンションにまつわる様々な問題から警護する立場に

あります。 

しかし、地球の第１次アセンションでは、私達やアシュタールの予測をはるかに上まわる出

来事が起き、私達もいつも混乱させられてしまい、皆さん達をしっかり警護できなかった事

をどうかお許し下さい。 

 

私達 D星人は、アンドロメダ連合の中でも、特殊な仕事を担当するグループです。 

それは、星々を支配したり、人々をだまして略奪や搾取を行う事を目的として活動している
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ダークピープル達を取り締まるために働いています。 

私達と連携をとる星々は、天の川銀河の星々でその様な事件があった時は、協力して解決に

当たります。 

 

もちろんこの活動の中心をなすのは、アシュタールや宇宙警備隊ですが、私達は、ダークピ

ープルを捕まえ排除した後に、その星の修復をおこなったり、M 星の人々と協力して、被害

を受けた星々の人の肉体的、精神的ダメージを軽減していくための取り組みも行っています。 

またダークピープルによらない星内の異なる種族による内戦の調停や和解に関しても努力を

行っています。 

 

私達は、そのために戦力を持つ大型の宇宙船を何隻も有していますが、それはあくまでも平

和的な目的のためにのみ使用されます。 

私達の戦力といっても相手にダメージを与えるものではなく、進化のための光を相手に対し

て放ち、進化を望まない者達の動きを制するという武器です。 

 

私達は、宇宙の平和を武力で実現しようという気持ちは全く持っていません。 

平和はあくまでも話し合いやお互いの理解によってしか実現できないと考えています。 

しかし、地球の第１次アセンションの経過の中でご覧になられたように、ディセンションし

たダークピープル達によって地球に闇のドラゴンが放たれた事もありましたし、地球の防御

を行うドームも再三破られました。 

 

またプレデター達によって地球のコアやアセンション推進装置が攻撃されたり、様々なダー

クピープルによる執拗な精神攻撃が繰り返し行われています。 

ディセンションした地球の中でも、特に光が少ない地球においては、直接ダークピープルが

地球に入り込み、彼らの宇宙船による攻撃が行われる事も計画されているようです。 

私達は、その様な時にも、宇宙警備隊達と協力しながら、被害にあった星々を守るために戦

わなければなりません。 

 

またそのような表だって行われる行為のほかにも、ダークピープルが地球人と一体化して、

地球人に成りすまして地球の破壊活動を行う場合もあります。 

特に核や放射能、宇宙開発に関わる人達や地球の指導者の中には、ダークピープルにコント

ロールをうけている人達もたくさんいます。 

彼等は、地球人よりもはるかに高い知能と科学技術、そして人を操る技術に長けていますの

で、地球人は、彼らの思うままに動かされてしまいます。 

 

私達は、常に彼等の動きを見張り、第１次アセンションを迎える世界においては、核兵器の

行使、原子力発電所の事故、そして人工地震や気象の人工的な操作、他国への侵略行為など

がないように見張っております。 
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幸い TAKESHI さん達が特殊なセンサーをもって現実世界で起きている事をいち早く発見し

て、私達と共に地球の警護を行っていただいておりますので、私達も非常に助かっておりま

す。 

 

しかし、闇のナソール人やグラッド星人を始め、ディセンションした凶悪なダークピープル

達、さらには未来の地球からプレデター型生命体がこの地球に次々と押し寄せてきた事に対

しては、私達も大変驚いています。 

それも多くの場合が、凶悪な創造主によって計画された事でした。 

 

私達は、今回皆さんと活動する事で、ダークピープル達がどのようにして生まれ、どのよう

な目的で行動しているのか理解できましたし、その多くを皆さんの力によって撃破していた

だきましたので、私達の仲間達もほとんど傷つく事なく問題を解決できました。 

 

もし TAKESHI さんが、創造主としてのお力をお持ちでなければ、私達はもちろんアシュタ

ールやスターピープル達の仲間は、この地球から生きて帰れる事はなかったかもしれません。 

地球の第１次アセンションも成功する事はなく、天の川銀河も再び深い闇の中に叩き込まれ

ていた事でしょう。 

しかも、凶悪な創造主によって闇の中に封印されていた種族達を復活させていただいた事は、

これからの天の川銀河にとっては、果てしない恩恵となる事でしょう。 

 

さて問題は、これから起こるファースト・コンタクトです。 

地球が平和な星であるならば、通常は私ではなく A 星の代表が行うべきところですが、今回

この地球は、ダークピープル達が横行する星ですので、A 星ではなくデーター星のリーダー

である私が担当いたします。 

ファースト・コンタクトは、ダークピープルにとっては何があっても邪魔したい事なので、

今回は大変な危険が伴いますので、私の担当となりました。 

 

ファースト・コンタクトが持つ意味は、地球の人々には理解できない程大きく重要な事なの

です。 

それはこの地球が、宇宙に向かって開かれ、皆さんがスターピープルとして活動していく第 1

歩になるという事なのです。 

全ての星の人が同じ意識を持っている星やスピリチュアルなレベルの星では、ファースト・

コンタクトは決して難しい事ではありません。 

全ての人が、同じように私達を迎えるからです。 

しかし、M 星の者が言っていましたように、地球は様々な意識を持った人達がいますので、

私達を歓迎する者もいれば、そうでない者もいます。 

 

私達を歓迎しない人達は、まだほかの星の人達と交流する準備も宇宙の真理を知る準備もで
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きていませんので、当然アセンションする事はできません。 

私達を歓迎する人達、つまり他の星の人達と交流して「宇宙の愛」に目覚めようとする人達

を彼等としっかりと分けて別々の世界に置かなければならないのです。 

このような事は他の星では起きませんでしたから、私達もこの処理を大変苦労しながら行い

ました。 

 

しかし、この過程でのダークピープル達の介入はとても激しいものでした。 

彼等は、１人でも多くの人達をディセンションした世界に引きずり込むために、ありとあら

ゆる方法を使ってきました。 

私達は、TAKESHI さんや創造主達と共に、彼らの罠や攻撃をかいくぐり、光を持った人々

を１人でも多く救い出すために努力をしてきました。 

しかし、私達がいくら努力をして救い出した人達でさえも、すぐに物理世界の欲に捕らわれ、

ダークピープル達のもとに再度引っ張り込まれる人達も数多くいました。 

 

私達は、自分達の失望感とも戦わなければなりませんでした。 

まさにこの事も、私達にしてみれば初めての体験でした。 

物理世界がある世界は、私達のスピリチュアルな働きかけよりも、人と一体化したダークピ

ープル達が現実世界で働きかける力の方が優先されるのです。 

そのためによっぽど強い信念を持って生きていなければ、皆さんは自分達の意識を進化させ

る事なく、再び学びの世界に入って行く事になります。 

 

そして現実世界に生きている人達が持っている感情はとても大きなエネルギーとなって、私

達のいく手を阻みました。 

それは、ダークピープルにコントロールされただけでなく、地球の人達が本来持っている感

情でした。 

 

彼等は、自分達が光の世界に行きたいとすがってくるのに、現実世界では、光の世界に行く

ための何の努力もせずに人に頼り続けます。 

そして、自分を連れていかないからと言って怒りや憎しみの感情を TAKESHI さんや恵理さ

んにぶつけてくるのです。 

恵理さん達の耐える姿を見て、私達は、地球人はなんて不条理な生命体なんだろうと何度も

思いました。 

 

自ら努力する事もなく、TAKESHI さん達によって発せられた警告やアセンションへの道筋

を守る事なく、自分達はアセンションした世界に入れるのが当然のごとく思い違いをしてい

る人達がたくさんいるのです。 

他のスターピープル達もその事に気づき、地球人に対するメッセージも厳しくなり、その様

な地球人に対する同情もなくなりました。 
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私達は、その様な感情を持つ人達を利用してアセンションの進行を邪魔するダークピープル

とその様な人達を同情する事なく分離していく事になりました。 

 

多くの地球人には、まだまだ学びが必要のようです。 

私達は、この地球の状況を見て、光ある存在達を助け出すとともに、核兵器を操るグラッド

星人達とひとつになった地球人をディセンションした特別な世界に閉じ込めなければなりま

せん。 

その世界ではおそらく核兵器を使用した戦争が今までよりもはるかに大きな規模で起こるで

しょう。 

もし、大量の核兵器を使用された戦争が起これば、それは地球だけでなく、宇宙の様々な星々

までもその影響をうけてしまいます。 

 

私達は、そのような最悪の事態だけは防がなければなりませんので、少しでも早く地球と地

球に生きる人々の分離をおこなって、ディセンションした地球を閉鎖しなければなりません。 

核戦争の危機も、また地震による原子力発電所の崩壊も時間の問題なのです。 

それらの事がおきる前に、アセンションすべき人々を光の世界に移さなければならないので

す。 

 

そしてアセンションしていく世界に入るためには、ギュナ星人も言っていたように、初歩的

なレベルでもよいので、「宇宙の愛」を理解してもらう事が必須条件となります。 

この事を理解せずに、アセンションを望む人は、別の機会にというしか私達はありません。 
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PART1 シリウス連合 

 

それでは、シリウス連合の話をさせていただきます。 

私はシリウス連合の中で、地球のアセンションの担当をしておりますユークリッドというも

のです。 

私は、シリウス星系の星々のメンバー達の調整を行い、地球のアセンションが円滑に進むよ

うに努力しております。 

私達のシリウス連合の目的や働きは、アンドロメダ連合ともよく似た組織を持っております

ので、方針や考え方も簡単にお知らせいたします。 

 

私達シリウス連合の大きな目的は、適正な科学技術とスピリチュアルの調和ある進化です。 

皆さんもご存じのように私達は過去に大きな戦争を引き起こし、核兵器の使用によってシリ

ウス星系の星々に大変な被害を出してしまいました。 

この事はシリウス星系にとって忘れる事が出来ない屈辱であり、大切な学びとなりました。 

私達はこの経験から、精神的な成長を伴わない科学技術は危険であると考え、科学技術の進

化よりも人の心の進化を優先してきました。 

 

私達もアンドロメダ連合と同じように、発展途上の星々に関わりますが、私達は特に、科学

技術と人の心の調和ある発展を中心にサポートを行っております。 

それは地球の歴史を見てもわかりますように、科学技術は戦争や他者の支配のために用いら

れ、支配的な階級の人々よって進化させられてきました。 

また科学技術は人々の生活や幸福をもたらすものである以上に、それを開発した人々に利益

や特別の権力を与えるために利用されてきました。 

 

科学技術の進歩に人々の精神性が伴わなかったために、地球は戦争だけでなく多くの公害や

自然破壊、そして人々に対する健康障害などを起こしてきました。 

私達は、自然に負荷をかけない技術や公害を生みださないクリーンなエネルギーの生産方法

などについて、地球の方々に、様々なアイデアを提供してきましたが、利益を優先する者達

や核を保有したいと考える者達によって実現する事が出来ませんでした。 

 

私達は、科学技術の中でも、その星の人達が独自に開発してきたものか、さらに進んだ科学

技術を持つダークピープル達によって、意図的に教えられた技術であるのかを常に調べてい

ます。 

もしそれが、ダークピープル達によってもたらされたものであるならば、核兵器や原子力発

中心的スターピープル２ シリウス連合 
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電のように一歩使い方を間違えれば、その星を壊滅的な状態へとおいこんでしまいます。 

 

また壊滅状態にならなくても、その星は核兵器を持つ者達によって支配され、他の人々はや

がて奴隷のような扱いをうけるようになります。 

また、原子力発電や放射能の影響によって大きく健康を損なわれ種族としての未来を奪われ

たりします。 

現在の地球で起きている事は、他の星でも起こった事なのです。 

 

私達は、アンドロメダ連合やプレアディス連合、そしてアシュタールと協力しながら、様々

な方面から地球のアセンションを推し進めてきました。 

私達が主に関わっている分野は、この科学技術の影響によって遺伝子レベルで問題をうけて

いる人達のエネルギー状態を改善し、本来の人間としての能力や資質を取り戻す事です。 

そしてこれらの科学技術を、自分達が地球を支配するために地球にもたらしたダークピープ

ル達から、地球人達を守る事です。 

 

私達は、アセンションを行う予定の人達に対しては、地球人をコントロールする目的で傷つ

けられた遺伝子や放射能等で傷ついた遺伝子を修復するように努力してきました。 

また、この修復をより広い範囲で行う為に、地球全体に対して修復効果があるプラーナエネ

ルギーを流したりしました。 

そして電磁波や放射能の働きを弱くするエネルギーを絶えず地球に送り続けています。 

 

遺伝子が傷ついたままでは、自分自身の本来持っている能力や資質も十分に活性化しません。 

また、目に見えない世界に対する理解も十分にできませんし、現実世界に起きる事柄にのみ

捕らわれてしまうようになりますので、体と心そしてスピリットの統合が出来なくなります。 

 

特に人間のスピリチュアルな意識と感性を育てる為に必要な遺伝子が傷ついてしまうと、ア

センションにとって重要な意識である「宇宙の愛」や「宇宙の意識」に到達する事は難しく、

地球の物理的な世界しか興味がないような人間になってしまうのです。 

その様な人はまずアセンションそのものにも興味がなく、私達スターピープルに対して恐れ

や憎しみしか持ちませんので、私達は関わる事が出来ません。 

 

ただ問題なのは、地球人の多くが遺伝子を傷付けられる事を望んでいたわけではないという

事です。 

これらの遺伝子操作の多くは、ダークピープル達の影響で行われてきました。 

それは、皆さんの生活を便利にして幸福にした物もありますが、電磁波を発生する機械、放

射能を発生させる発電や兵器等の危険性を十分に知らされる事なく、まるで騙されるかのよ

うにして使用させられてきたために起きた事なのです。 
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そしてそれらの機器を通して、皆さんの意識や感情がコントロールされるようになってしま

ったのです。 

皆さんには、理解しがたい事だと思いますが、スマホやパソコン、テレビなどの機器をとお

して、皆さんの体や脳波に大きな影響を及ぼすエネルギーが送られているのです。 

それは、皆さんがこれらの機器に依存するための中毒性を持たせ、その機器がないと精神的

に不安定になるような仕組みが組み込まれています。 

 

皆さんはこれらの機器を自分の生活の中心に位置づけ、これらの機器を通して現実生活を見

るようになります。 

そして、目に見えない世界、スピリットの世界、あるいは、私達の様な半物質のスターピー

プル達の世界を現実ではないと思い無視してしまうのです。 

そして、闇が多い世界にとどまるように、多くの欲望や誤った認識を持たせているのです。 

これらの事も、すべてダークピープルによって計画された事でもあります。 

もちろん皆さん１人１人がその事に気づき、目覚めようとすれば出来た事なのですが、私達

が様々なサポートを行っても目覚める人は本当に僅かでした。 

 

私達は、皆さんに対して様々なサポートを行ってきましたが、皆さんを意図的にコントロー

ルしてきたダークピープルに対しても、他の連合の皆さんや TAKESHI さん達と共に対処を

行ってきました。 

しかし、アセンションが進むにつれ、私達が想定していたよりも多くのダークピープル達が

地球に関わっている事が分かりました。 

 

その中でもシリウス星系を、核戦争に巻き込んだグラッド星人や闇のナソール人、ディセン

ションしたアルクツールスやシリウス、へびつかい座の連合体が大挙して関わっている事に

大変ショックをうけました。 

 

更には、彼等を操っていた狂気の創造主が姿を現した時は、私達もシリウス星系の悪夢が再

現されるかと大きな恐怖を感じましたが、TAKESHIさん達のおかげで、「狂気の創造主」は

光の創造主に生まれ変わりましたので、私達の恐怖は今までにない大きな喜びに変わりまし

た。 

これで、他の星系や星々が古代シリウスと同じ悲劇にまきこまれる事が少なくなったからで

す。 

 

また「狂気の創造主」が、遠い昔に闇の中に封印していた私達のルーツとも言うべき古代ジ

ャラッド星人や古代シャルロッド星人達も甦らせていただけたのは、私達にとっては思って

もいなかった喜びです。 

彼等は、数億年を闇の中で過ごす事により、今迄の高い叡智と能力にくわえ、強靭な精神力

を身につけていました。 
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彼等は、たとえ長い間、私達の元から離れていたとはいえ、シリウス星系の者からすると、

力強いリーダーである事に間違いはありません。 

 

私達は、彼らの力を借りて地球人に対して様々な支配をおこなおうとするダークピープル達

に対して、さらに力強く地球人を守護するための活躍を行っています。 

最終的には、光の創造主達により、彼らの多くが光に返され、力を失いましたので、私達の

役目はだいぶ果たされたと思います。 

 

 

 

PART2 J星人のメッセージ 

 

「TAKESHI さん、そして D 星人を始め、私達を助けてくれた多くのスターピープルの皆さ

ん、本当にありがとうございました。 

私達は、はるか昔、地球が生まれるよりももっと昔から、シリウス星系で「宇宙の愛と叡智」

に基づき、自分達を進化させてきました。 

私達は、数度のアセンションを経験し、その後もシリウス星系の仲間達の進化を長い間サポ

ートしてきました。 

 

私達は、シリウス星系を完全な愛と調和の世界にしたいと願い活動しておりましたが、「狂気

の創造主」により、私達は深い闇の世界に落とされ、永劫と思えるような時間を闇の世界で

過ごしました。 

私達はその間も自分達の信念を貫き、自分達の愛と正義を守り続けました。 

私達は、闇の世界の中で暮らしながらも、スピリットはまだ同じような闇の世界であれば、

自由に行き来が出来ましたので、私達が関われる星に対して、自分達の信念を分かち合う努

力をしていました。 

 

私達は、その様な活動の中で地球という星を見つけました。 

地球は、私達が闇の世界に落とされてから生まれた星のようですが、非常に私達の星とも似

ており、そこに生まれ育っている人々の中には、私達と共通するシリウスの遺伝子が含まれ

ておりました。 

しかもこの星は、光が 40％台の半ばしかなく、闇の中に生み出された星ですので、私達の星

とも交流が出来る位置にありました。 

私達は、地球に大変興味を持ち、この星にスピリットを生まれ変わらせて、地球人として何

度も生きておりました。 

 

そして、地球が創造主の計画により、闇が多い状態に置かれ、光あるもの達がここで多くの

学びを行う為の星である事もわかりました。 
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しかし、時が満ちて、地球もアセンションを行う時期に入りました。 

それは、地球全体というよりも、地球の中の光をもった人々を闇の世界から救い出すための

アセンションです。 

そして、闇が多い世界に君臨するダークピープル達を、闇の世界に閉じ込めてディセンショ

ンさせ、封印するためのものでした。 

 

私達は、このアセンションの状況を見ていると、E 星人を始め D 星人などの、有数のスター

ピープル達が集まっている事に気づきました。 

そして私達を閉じ込めた「狂気の創造主」が TAKESHI さん達によって光の創造主として立

ちなおるのを見て、私達も救い出してもらえると思い、TAKESHI さん達に地球に転生して

いる私達の仲間を通してメッセージを送りました。 

そのメッセージに気づいた TAKESHIさん達によって、私達は無事救い出されたのです。 

 

私達が、皆さんと同じ世界に戻った時、私達が残した素晴らしい子孫達が、シリウスの大戦

争や核戦争を生き抜き、私達の理念と同じ考え方で立派に成長している姿を見て、私達はと

てもうれしく思いました。 

私達は戻ってくると、地球を初めとする星々の調査を行いました。 

そして、私達は地球のアセンションによって、地球人として地球で生きているシリウス人の

スピリットを持っている人達を救えるのではないかと思ったのです。 

 

シリウス星系は、私達が闇に閉じ込められた後からシリウス大戦争や核戦争が長引き、多く

の人達が星をうしなって彷徨いました。 

あるいは肉体を失ってこの地球に転生してきたスピリット達も数多くいます。 

私達は、地球のアセンションによって、このようなシリウスのスピリットも光の世界に導け

るのではないかと思い、TAKESHI さんやスターピープル達と共に、地球のアセンションを

お手伝いしたいと思ったのです。 

 

しかし、地球のアセンションは、かなり難航しているという事が分かりました。 

その理由は、地球人の多くが、物理世界しか見えていないために、この宇宙には、ほかに知

的生命体がいる事に気づいていない事でした。 

また地球の特性上、肉体の意識とスピリットの意識は完全に切り離されているので、自分の

スピリットが他の星々で経験してきた事やスピリットの使命や能力については全く知る事が

出来ない状態なのです。 

 

皆さんは地球の物理世界の事しか理解できず、自分にとって必要なのは、この物理世界で自

分の欲望を満たし楽しく生きる事だと考えるようになったのです。 

そのために地球の人達にとって必要なのは、楽しい生活を送るためのお金や生活用品、そし

て自分を愛し大切にしてくれるパートナーや家族という事になってしまいました。 
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その様な地球の物理世界の中で、他の人々や生命を尊重しようという人々は多くありません

し、さらに視野を宇宙に広げて宇宙の星々のために活動しようと考える人はほとんどいませ

ん。 

もしいたとしても、それは夢物語だよと言われて笑われるだけの事です。 

地球人は、様々な習慣や生活環境によって自分の身の周りの事しか見えないようにされてい

るのです。 

 

この理由に関しては、シリウス連合のユークリッドから詳しく説明させていただきましたが、

簡単に言うと、スマホや電子機器の電磁波、放射線などによって皆さんの脳神経や遺伝子が

傷つけられ、本来持っている働きをしていないという事とダークピープル達によって意図的

に遺伝子操作や心理操作があったためという事になります。 

それは純粋な地球人であろうとシリウスのスピリットを持つ地球人であろうと同じように起

こっています。 

 

私達は、地球が第１次アセンションを迎える為には、この問題は絶対に避けては通れない問

題であると考えています。 

この問題を解決し、正しく遺伝子を活性化しないと、たとえアセンションしたとしても、今

まで生きてきた物理的な地球での考え方の癖が治りませんので、私達スターピープルと共同

で作業する事も不可能でしょう。 

また第１次アセンションの基準である「宇宙の愛」の基本的な考え方も理解できないでしょ

う。 

 

私達は、地球の第１次アセンションが成功し、多くの人が光の世界にはいるか、入らないか

は、人間達の遺伝子の正当な活性化にかかっていると考え、私達が救い出されてから、多く

の仲間達と共にこの事に集中して活動を行ってきました。 

しかし闇のナソール人やグラッド星人達が行った遺伝子操作は、闇の創造主までが加わり、

その解決には困難をきわめております。 

またたとえ、遺伝子を正当に活性化できたとしても、人々が現在持っている自己中心的な意

識までもすぐに変わるわけではありませんでした。 

 

しかし、私達はこの作業を続ける事で、１人また１人と目覚めさせる事が出来ると確信して

作業を続けています。 

地球の皆さん、もっと自分達の意識を拡張して物事を考えてください。 

皆さんは今まで、地球の物理世界という監獄の中に捕らわれていたのです。 

私達が、その監獄の扉を開けて、自分が元いた自由な世界へ帰ってもいいよ、と言っている

のに、この監獄が居心地がよいから出ていかない、と言っている事と同じです。 
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皆さんには、地球の物理世界が、居心地が良いようですが、このままでは皆さんの意識進化

は進まないでしょう。 

進んだとしても地球の物理世界という小さな枠の中での事なのです。 

その事を望む人は、それも自分が選んだ人生ですので良いと思いますが、地球の人達に求め

られているのは、もっと大きな視野で地球を見て、地球の制限を超えて成長していく事なの

です。 
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PART1アルクツールス連合   

 

今回アルクツールス連合についてのお話をさせていただき達と思います。 

私の名前は司令官のウジェィです。 

 

先ず私達のアルクツールス連合についてですが、私達の連合を構成している星はさほど多く

ありません。 

私達は、星の集合体というよりもいくつもの特徴ある種族の集合体といったほうが良いでし

ょう。 

私達アルクツールス連合を構成している種族はいくつかあります。 

たとえば魔法使い達の種族、医療に詳しい治療家の種族、宇宙の神聖さとつながる神官の種

族、宇宙の叡智と意識の進化に携わる賢者の種族、星々の調停や和解、交流を手伝う調停者

の種族などです。 

 

アルクツールス連合の規律は「光のための奉仕者となり、闇の従事者になってはいけない。」

という事です。 

私達は、他の連合と異なり、１人１人の特殊な技能や叡智が重要視されます。 

魔法使いの種族であれ、賢者の種族であれ、最初からその力を持っている者は誰一人として

いません。 

たとえ親がそうであったとしても子供がそうなれるとも限りません。 

ひとりひとりが特別な学校で学んだり、自分が選んだ師匠のもとで長年修行して身につけた

技能によって、初めて魔法使いや賢者として任命されるのです。 

 

私達は、自分が学んだ技能もそうですが、自分達の心の在り方も大きく問われます。 

私達が持っている能力は、普通の人では得る事が出来ない程大きくて特殊なものです。 

私達の能力を使えば、人の心を捕えコントロールする事もできますし、望みの物を手に入れ

る事も簡単に出来ます。 

そのために、心に欲望を抱くものは、すぐに傲慢になったり自分の利益のために能力を悪用

したりしてしまいます。 

その様なものは、自分の心に負けてしまい、闇の力とひとつになりディセンションした世界

へ行く事になるのです。 

 

私達のすべての種族は、まず心を鍛えなければ、この優れた力を神聖な目的のために使う事

はできません。 

中心的スターピープル３ アルクツールス連合 
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私達の心に曇りがあれば、この力は闇の力とひとつになります。 

私達は、天の川銀河の中で、アンドロメダ連合やシリウス連合によっても解決できない未知

の問題や神秘的な問題を含む場合に、私達の持つ力を喜んでお貸ししております。 

また、魔法や心理操作を得意とするダークピープルやドラゴン達を使い星々を攻撃する者達

が現れた時には、私達は最前線に立ち、他の騎士団やスターピープル達を守る働きをします。 

 

また宇宙の神聖な真理や神聖さ、叡智を求める者達のためにも、私達の力を使います。 

たとえば、神々への祈りを行う神殿を作り神官を養成する事もしますし、宇宙の真理を探究

する者のために宇宙の図書館を開放し教育を行います。 

また近代科学とは異なる方法で病を治したり、邪悪な魔法使いによってかけられた呪いを解

き放つ事も行います。 

私達が持つ力は、真理を求め、この宇宙に光をもたらそうとする者達のために開示されます。 

 

私達は、アンドロメダ連合やシリウス連合のように広範囲に動く事が出来ませんが、天の川

銀河にとって大きな意味を持つ事に関しては、これらの連合とも力を合わせ共に働いており

ます。 

地球のアセンションは、私達にとっては、何物にも代えがたい重大な事項です。 

それは地球のみならず、天の川銀河の運命を決める大切な出来事ですので、私達の総力をも

って関わらせていただいております。 

 

しかも、この地球のアセンションを巡って、アルクツールス星系のディセンションした星々

の魔法使いやドラゴンマスター、賢者達が集団となって関わってきている事も確認されまし

た。 

彼等はもうすでに、深い闇に堕ち神聖さのかけらもない者達です。 

自分達の利益や支配欲のために活動していたところを悪意のある創造主によって集団化され、

更なる力を与えられました。 

 

彼等には通常のスターピープル達は対抗できませんので、私達が彼等を食い止めるつもりで、

私達の中でも優秀な者達をひきいて地球にやってきました。 

闇に堕ちた魔法使い達は、地球の人々達の精神的な支配をもくろんで、宗教やヒーリング、

スピリチュアル、能力開発、占いなどの特殊な能力を必要とする技能とパワーを人々に与え

ました。 

そしてこの技能とパワーを得た地球人は、通常の人間よりもさらに大きな力と能力を発揮し

て、多くの人達を従えていきました。 

 

私達は、この地球の現状を見た時に大変驚きました。 

もうすでにディセンションしたアルクツールスの魔法使いやドラゴンマスター達が人の意識

の中にたくさん入り込んでしまっていたからです。 
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通常は、スピリチュアル・レベルの争いですから、私達は単独で彼等と戦い、上手に対処す

る事が出来ますが、人と一体となった魔法使い達やダークピープル達は、地球の物質世界に

存在しますので、私達は、彼等に対処する事が出来ません。 

 

彼等は、自分が一体となっている人達を通して、他の人々と関わりその人々を支配していっ

たのです。 

新しく生まれた宗教やスピリチュアルのグループの中では、その様にして広がっていったも

のもあるようです。 

これは、私達にとって脅威以外の何物でもありませんでした。 

私達の手の届かない世界で、ディセンションしたアルクツールスの魔法使い達が、天の川銀

河にとってかけがえのない地球を侵略していたからです。 

 

しかも、地球に対しては、ディセンションしたアルクツールスだけでなくディセンションし

たへびつかい座の星々やシリウスの星々も入ってきていましたし、闇のナソールを始め宇宙

でも最も凶悪なグラッド星人達も入っていました。 

そして様々な方法で地球人を支配し地球を自分達の物にしようと考えていたのです。 

私達は、これには絶望的な怒りと恐怖を感じました。 

しかも、彼等を支配し力を与える創造主までも存在し、私達の敵として現れてきたのです。 

本来は神聖な目的のために存在する魔法使いやドラゴンマスター達の哀れな末路です。 

 

これは、私達だけで解決できる領域をはるかに超えていましたが、高次の創造主と一体化し

た TAKESHI さんやアシュタールを初めとするスターピープル達と共に、彼等を何とか抑え

込み処理する事が出来ました。 

多くのディセンションした魔法使いや賢者達、ドラゴンマスター達も無事光に帰っていきま

した。 

私達は、彼等によって被害を受けた地球人のために、神聖な力を使い、その心と体を癒す事

をおこなっています。 

 

もちろん地球人と一体化した魔法使い達は、未だ人間の意識の中に残っていますが、その力

を大きく制限され、やがてディセンションした世界へ分離されていく事でしょう。 

通常、私達はアセンションした光の世界にいますので、ディセンションしたアルクツールス

の魔法使い達と顔を合わせる事はないのですが、地球はまだ第１次アセンションの前ですの

で、光の世界も闇の世界も、まだ分離されずに混在していたのです。 

 

そのために私達は、ディセンションしたアルクツールスの魔法使いや賢者達の姿や行いを知

る事が出来ました。 

それは、私達にとって、神聖な光を失った者が、どれほど深い闇によって人々に恐ろしい行

為をしているのか、分からせてくれました。 
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地球では、ディセンションした魔法使い達やダークピープル達によって、多くの地球人の光

が奪われたままです。 

本来であれば、もっと多くの人達がアセンションして光の世界を作るはずでしたが、彼らの

心理操作、遺伝子操作によって多くの地球人が脱落していったのです。 

 

私達は、今回地球のアセンションに対しては、あまりお役に立てなかったかもしれませんが、

光の世界が出来上がった後に、そこに来てくれた素晴らしい人達の為に、神聖なる光に基づ

いて教育を行う手助けをしたいと思います。 
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PART1 プレアディス連合 

 

私はプレアディス連合の地球担当司令官のパトリスです。 

私達のプレアディス連合も、アンドロメダ連合と同じように、地球の人類の創世の時期から、

地球に深く関わってきました。 

そして現在、私達も、地球のアセンションのための活動を、アシュタール連合、アンドロメ

ダ連合、アルクツールス連合、そしてシリウス連合と協力して行っております。 

 

連合として活動を行っている場合には、個別の星の者が連合の許可なくメッセージを発した

り、連合によって定められた活動以外の事をする事は禁じられておりますので、TAKESHI

さんの目には、私達の活動の内容が良くお分かりになられていなかったのではないかと思い

ます。 

 

また、私達の活動の詳しい内容を公開する事も、ダークピープル達にとっては、その星を攻

撃するための格好の材料となるために、私達のみならず全ての連合は、その活動の内容を伏

せておりました。 

しかし、2016 年の後半になりますと、ファースト・コンタクトも始まり、アセンションも

かなり進みますので、地球の人達との直接的な交流も始まります。 

そのときには、どのような星の者がどのような活動をしてきたという事も、地球の人々に知

ってもらわなければなりませんので、私達の事も詳しくお知らせしたいと思います。 

 

先ずプレアディス連合の目的や役割ですが、私達もアンドロメダ連合と同じように、発展途

上の星々に関わる事も良くあります。 

しかし、私達は大きな戦力を持ちませんので、ダークピープル達が関わっている場合や武力

衝突が予想される場合にはアンドロメダ連合やシリウス連合にその場所はお任せいたしてお

ります。 

 

私達は、武力衝突がない星々の人達に対して、愛をもって学びをおこなわせるという事を行

います。 

たとえば侵略や戦争の問題が解決された後の星に入って、アンドロメダ連合の M星の人達と

共に、心と体に深い傷を負った人達に対して、愛をもって癒しを行います。 

また、心に喜びや希望をもたらすようなエネルギーを使って、その人が立ち直るように指導

します。 

それは人型の生命だけでなくフェアリーやホビット、マーメイド達、そして動植物に対して

中心的スターピープル４ プレアディス連合 
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も行われます。 

 

TAKESHI さんもご存じのように、私達プレアディスの者達はより高次のフェアリーやユニ

コーン達とも深くつながっておりますので、その様な存在に対してもサポートを行う事が出

来るのです。 

そして、私達のケアは惑星意識やクリスタル意識などに対しても行われます。 

アンドロメダ連合の方達は物理世界に近い方面のサポートが得意ですが、私達はよりスピリ

チュアルなレベルに対するサポートを得意とします。 

 

また私達は、人々や様々な存在の感情的な問題を解決する事が出来ます。 

私達は、相手の感情や相手の意識との同調を得意としますので、心に苦しみを持つ人達や自

分本来の意識を妨げられている人達と同調してその問題を解決していく事が出来ます。 

しかし、地球においては人々の意識の中に、ダークピープルが入り込んでいる事が多く、最

初それを知らずに意識同調した仲間達が大変な被害にあってしまいましたので、この方法を

とる事を中断しております。 

 

そして、私達は他の連合と同じで大変優れた科学技術力を持っています。 

地球のアセンションのために、恵理さんに、特別な遺伝子を加え、多くの星の人達と会話を

したり、目に見えない世界でコミュニケーションをとる事を可能にしたのも私達プレアディ

ス連合と光のナソール達の科学技術によるものです。 

この事によって皆さんは、アシュタールを始め多くのスターピープル達と自由に会話を行い、

共に行動できるようになりました。 

 

もしこの技術がなければ、皆さんとスターピープルがこれだけ密接な共同行動を行う事は実

現せず、第１次アセンションは成功する事がなかったかもしれません。 

もちろん皆様方の継続的な努力が一番必要であったという事は言うまでもありません。 

 

私達は、様々な星の人達とのコミュニケーションや文化の交流が可能となるように、異なる

種族の間をつなぐ存在を作り出したり、新たなコミュニケーションの方法を生みだしたりす

る事も非常に得意です。 

 

私達は、昔から地球の第１次アセンションを待ち望んでいました。 

私達が地球で行っている仕事についてお話ししましょう。 

 

先ず私達は、地球の人々の感情を癒す事で、私達が持っている「愛」のエネルギーを受け取

ってもらおうと思いました。 

私達が皆さんに送る愛は、「宇宙の愛」へと皆さんを導くものです。 

私達はスピリチュアル・レベルだけでなく、物理レベルでもイルカに協力してもらい、私達
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の「愛」を皆さんに送ってきました。 

 

私達の愛は、皆さんの心から、様々に積み重なった苦しみや悲しみを取り除き、喜びと希望

を与え事で、自分自身を制限していた物から自分自身を解き放つ事を可能とします。 

そして自分が生きている事に感謝と喜びを持つ事で、自分だけでなく家族や友人達に対して

もゆるぎない愛を持つ事が出来るのです。 

 

私達は、常にその様なポジティブな立場から、皆さんがアセンションする世界に向かえるよ

うにサポートしてきました。 

そして心の準備が出来た人から、私達が意識同調を行い、さらなる高い次元にある「宇宙の

愛」へと皆さんを導いていく予定でした。 

 

多くの星では、この方法で星の人々をアセンションさせていく事が出来たのですが、地球で

は大変な事が起きてしまったのです。 

それは意識同調した相手の意識が、すでにダークピープルである地球外生命体とひとつにな

っている人がたくさん存在していたのです。 

 

私達は本来「純粋な愛」の存在です。 

相手を疑う事なく、愛と喜びの気持ちをもって相手の意識の中に入って行ったのですが、相

手の中で待っていたのは残忍なダークピープルの意識だったのです。 

意識同調を行った者は、エネルギーと光を奪われ、傷つけられていきました。 

 

最初はその原因が分からなかったのですが、相手の意識の中に、ダークピープルが入り込ん

でいると分かった時には、多くの仲間達が傷付いていました。 

それは現実世界においても、私達と同じように地球の人々に意識同調を行って愛を伝えよう

としたイルカ達も多くが犠牲になってしまいました。 

 

私達の主力部隊は一度、治療のために自分達の星に戻り対策を検討しました。 

そして意識同調ではない方法で地球の人達に「愛」を教える方法はないかと考えていました。 

幸い TAKESHI さん達が、その事に気づいて、人と一体化していないダークピープル達を光

に返したり、彼らの活動や能力を大きく制限してくれた事で、私達も活動しやすくなりまし

た。 

 

また、私達の仲間達がダークピープルによって奪われた光やスピリットもすべて TAKE 

SHI さん達が取り戻してくれたおかげで、傷ついた多くの仲間達も元の状態に戻る事が出来

ました。 

 

私達は再度地球に集まり、地球全体に対して愛のエネルギーを送ったり、地球の人々の感情
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を癒す事を行い始めました。 

これらの活動は、主にプレアディス連合の中でも、人々の癒しを得意とする M星、MU星、

S星の者達が中心となって行いました。 

 

プレアディスのもう一つの大切な働きがありますが、それは私ではなく A 星のジョシヤの方

からお話をしたいと思います。 

 

 

 

PART2 A星のジョシヤ 

 

私は A星のジョシヤともうします。 

パトリス司令官のもとで E星の者と共に次元の分離を担当している者です。 

私達が住む A星と E星は非常に高い叡智と科学技術をもっている星です。 

この宇宙でも有数の図書館を持ち賢者達の会議も良く開かれています。 

 

私達の願いは、天の川銀河とプレアディス星団が、調和がとれた進化を行う事です。 

そのために、スターピープル達の多くがそうであるように、スピリチュアルな愛の部分と科

学技術を両立させながら進化させていかなければなりません。 

 

私達は、この宇宙のダークピープル達の暴挙や多くの星々の戦争なども見てきました。 

私達は、平和を深く望んでいます。 

そのために、多くの星々の和平をおこなったり、異なる種族の者達が分かり合えるように、

お互いの種族の特性を持った存在を生みだしたり、新たなコミュニケーションの方法を生み

だしてきました。 

 

しかし、その様な方法では、解決できない事もある事を知りました。 

それは、戦争を行っている者が、和平を行う気持ちがなく、相手を支配したい、侵略したい

と考えている場合です。 

 

私達は、その様な時の解決法として、お互いの星の次元を分ける方法や愛に基づかない行為

を行っている星を次元降下させる方法を開発してきました。 

良く皆さんが、星のツアーなどでマザークリスタルを破壊された星や荒くれ者のマスターが

いる星などが次元降下していた事を良くご存じだと思います。 

もちろん皆さんは、その問題を解決し星の次元を上昇する事を何度も行ってくれましたので、

この事は誰よりもご存じだと思います。 

 

実はこの方法は、創造主様と私達で考え出された方法なのです。 
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星を次元降下させたり、次元上昇させる技術を開発するために、私達は気が遠くなるほどの

時間と労力を使いましたが、この技術のおかげで、他の星を侵略しようとするダークピープ

ル達の動きを抑える事が出来るようになりました。 

 

それは、どこかの星を侵略したり乱暴行為を働いた星の人々は、このシステムによって星ご

と次元降下させられる事となりました。 

そして、乱暴を働いていた者達が死に絶えたり反省を重ねてアセンションした場合には、再

び星は次元上昇する事になっています。 

 

この技術は、侵略行為を行った星に対する処罰のほかにも、星々のアセンションにも利用さ

れる事になりました。 

通常は、ひとつの星がそのままアセンションしていくだけですので何の問題もないのですが、

地球のアセンションには大変困りました。 

 

創造主様から、このように言われたのです。 

先ず一つの地球を、光の度合いに応じて 30 くらいの別次元に分ける事、そしてそれぞれの

次元に、物理的な地球に生きている人々を振り分けて生きる世界を作る事、最後に、ディセ

ンションした世界は核兵器を使用する可能性があるので完全に閉鎖する事。 

さすがに私達も目を回しました。 

今迄に開発した技術等問題にならないほどの困難さを持っています。 

 

私達は、この宇宙の最高の叡智と言われる D星人や E星人、そして創造主の皆さんにも力を

借り、ようやくこのシステムを開発しました。 

このシステムがない事には、地球の第１次アセンションは絶対に成り立たないのです。 

もちろん今回初めてこのシステムを稼働しますのでトラブルはつきものですが、D 星人や E

星人にも協力してもらい、常に改良を重ねながらこのシステムを運営してきました。 

 

今回プレアディス連合が、最初から中心的な立場で関わったのは、地球人と私達が以前から

深い関係にあるという事もそうですが、この次元分離のシステムに地球のアセンションがか

かっているからです。 

 

地球のアセンションの状況を見守っていますと、ダークピープルの代表であるグラッド星人

や狂気の創造主が暴れだして、もうだめかと思う事が何度もありましたが、皆さんの力強い

団結力のおかげで、何とか次元分離を成功させるところまでやってきました。 

これから、最終段階ですのでまだ気が抜けませんが、最後までプレアディス連合の名誉にか

けても成功させたいと思っております。 
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○光りの世界の区分 

 

ここでは、まず光の地球といっても一つではなく、光に応じていくつもの地球に分かれてい

る事をお知らせしておきます。 

そして、ここでは大まかに６０％台、７０％台と書いていますが、本当は、１％単位で世界

が異なっていますが、大まかな区分のみで説明させていただきます。 

 

今の地球の光と闇の割合は、およそ光 45％、闇５５％、もしくはもう少し闇の割合が多い世

界のようです。 

この割合の世界では、まだ闇の力が強いので、戦争やテロ、殺人や虐待、人種差別などが起

こりますが、光の割合が 50％を超えると、戦争や殺人などもほとんど起こらなくなりますが、

まだ学びが必要な人には、その学びにふさわしい事が起こります。 

 

60％台になると、愛と調和に満ちた人々が増えてきますので、人間としての完成を目指すよ

うな学びが始まります。 

しかしそれは争いなどの人を傷つける事ではなく、どれほど愛を注げるか、とかどれほど人

のために尽くせるかなどといった、とてもポジティブな学びになります。 

また人々も、言葉でなくいしそつうができるようになりますので、嘘をついたり心の中に隠

し事ができなくなるような世界になるかもしれません。 

そしてさらに大切な事は、地球外生命体達に対する理解が求められるようになります。 

 

更に光りの度合いが 70％よりも強くなると、学びが少なくなり、愛と共に生きるようになり

ますので、争いや差別などもほとんど起こらずに調和に満ちた世界が繰り広げられます。 

生きている人では 70％台が最高クラスになるようです。 

更に光りの割合が 80％を超えると、もう物理世界に生きている人はほとんどいなくなり、光

の地球の存在として宇宙の運営に関わる仕事を始める事でしょう。 

 

それでは、どのような人がどのような世界に入れるか、創造主の極秘事項ですが、こっそり

お教えしますので、少しでも上の世界に入れるよう努力してください。 

またこの事は、私達の主観ですので、違うと思う人は信じる必要はありません。 

 

第 7 章 光りの世界の区分 
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光９０％台の世

界 

宇宙のマスター

の世界 

宇宙の管理者となるべく学びを行う世界。 

争いなどはなく、自らが愛と光りになるために学びを行う。 

ここに入る人は、地球で起きている事をすべて理解し、常に真実を求め

努力してきた人。 

地球の中にある不正を知り、それを正すために戦い、地球と地球に生き

うる人々を自由で平和な者にするために、常に努力してきた人々。 

この地球の闇を知りながらも、憎しみを捨て愛によって生きてきた人達。 

人間としてのエゴを捨て、自分の人生を他人のために奉仕してきた人。 

ただし肉体を持っては入れないようです。 

 

光８０％台の世

界 

地球に生きるマ

スターの世界 

地球の闇と闘い続けてきた人達。この世界では自分のエゴや欲望を捨て、

愛の人として生きる実践を行う。 

また地球外生命体達の事を深く知り、彼らと共に働ける人。 

自分の感情に振り回されずに常にニュートラルな立場にあって真実を追

い求める人 

地球と人の事を、愛をもって考え行動してきた人達が、肉体を失った後

に行く世界。 

地球の人達が光の世界に行くためのサポートをスピリチュアル・レベル、
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現実レベルで行う。 

 

光７０％台の世

界 

物理的な光の地

球での指導者の

世界 

常に正義と愛のために生きてきた人のなかでも向上心がある人。 

欲望に振り回されず、欲望と感情を上手にコントロールできて、自分の

中の光と闇を統合してきた人。 

地球外生命体の事を理解し上手に付き合う事ができる人 

この世界は、さらに上の世界に行くための通過点として、学びを行う人

達が入る世界。 

少数民族の人達の仲でも、一般社会を知りながらも、その社会に毒され

ず、常に祈りを行ってきたシャーマンや神官、少数民族の文化やしきた

りを守ってきた人々。 

ここに属する人は、これからの「光の地球」をしっかりと守護し、人々

を導いていく立場にある。 

いくつかの世界に分かれる光りの地球に、それぞれが配置され、世界を

守護していく。 

 

光６０％台の世

界 宇宙意識に

目覚めるための

世界 

 

地球や宇宙の仕組みを学ぶために生きてきた人達で、さらにその学びを

続ける人。 

しっかりと愛や調和を目指していきてきたが、まだ十分にその事が実現

出来ておらず、自分の中の光と闇もしっかりと統合できていない人。 

周りの人に対して愛と奉仕の気持ちを持って生きてきたが、今まで宇宙

や地球に対しての理解も十分でなく地球外生命体達の事もよく知らない

人達が、そのための学びを行うための場所。 

この世界ではおおきな争いや戦争、差別や虐待もなくなり、地球人同士

でも愛に基づいた関係がはじまり、安らぎと光りに満ちた世界が生まれ

てくる。 

少数民族でも、あまり物質社会を経験していない素朴な人達がいく世界。

彼等はここで更なる学びを行う。 

この世界に入れる人は、この地球でもまだわずかです。 

この世界に入ると、今迄の地球とは格段と異なる世界に来たという事が

分かるでしょう。 

どうかこの世界に入れるように努力してください。 

 

光６０％～５

６％の世界  

光りが多い学び

の世界 

ここから上が光の世界です。 

今の地球よりはさらに光がある世界で、今よりは、戦争や争い、虐待、

殺人などは減り、お互いを思いやる事が普通にできる世界。 

今の世界よりは、愛と調和に満ち、人間同士の争いや自然破壊などもな
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2016年8月に

56％以上に変

更 

くなり環境問題も解決していく。 

ここに行く人は、今の世界でも良心を持って生きてきた人で、人の役に

立ちたいと考えて生きた人。 

強い欲望や支配欲を持った人や人と争う事が好きな人は入れない。 

人をだました人、人に不正を働く人、自己中心的な人は入れない。 

 

光５５％～４

７％の世界  

光と闇の境界の

世界 

ここは光りの世界と闇の世界の境界線にあたる世界で、中間の世界とも

呼ばれています。 

まだ行く先が決まっていない人や普通に生きてきた人達はこの世界に入

る事が多いようです。この世界からどの世界に行くか決まるようです。 

スピリチュアルな仕事をしている人でも、物欲や支配欲、名誉欲のため

にしている人は、ここからさらに下の世界に行く事になります。 

 

光４０％～４

７％の世界 現

在の地球と同じ

学びの世界 

ここからが、アセンションとは反対にディセンションした世界となりま

す。 

 光４０％台の世界は、今までとほとんど変わりない世界で、戦争や争い、

テロ、詐欺、レイプ、傷害などが日常的に起こっている世界です。 

 経済的な侵略によって、世界の人々は貧富の差が激しくなり差別を受け

ます。 

 宗教、技術、論理もすべてが争いのために利用されます。 

この世界に行く人は、自然災害や戦争、原発の事故なども含め、現在の

地球が体験する未来をともに体験する事になります。 

 光が多い世界に行くための努力をしない人や自分や他人にたいして不

誠実な生き方をしてきた人は、この世界にそのまま残るようです。 

 

光３０％台の世

界 闇が多い学

びの世界 

今の地球よりもさらに闇が多くなりますので、現在よりも状況がはるか

に悪くなります。 

 戦争やテロが多発し、多くの人が争いや原発事故、自然災害に巻き込ま

れ苦難の多い人生を送る事になるでしょう。 

そして人々はその中で多くの事を学び目覚めていくための機会を待つ事

になると思います。 

この世界には、多くの欲望に取り付かれ、他人を支配したり傷つける事

を好んで行ってきた人達がいく世界になると思います。 
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〇光が多い世界に行くための法則 

 

今まであなた方は、私達創造主の思いを実現するために、この地球上でしっかりと活動して

くださいました。 

 

現在、地球には、いくつものアセンションのためのゲートも開かれていますが、今までの闇

が多い地球に残るゲートもたくさん開かれています。 

今までの地球に残る事は簡単ですが、アセンションのゲートに入るのは難しいのです。 

 

光が多い世界に行ける人は、スピリチュアルな事に興味を持つ人の中では、それほど多い訳

ではありません。 

多くの方達が、スピリチュアルのセラピーを行ったり受けたりするなかで、自分は特別な存

在になりたいとか特殊な能力を身に付けたい、楽して稼ぎたい、などと考え、様々な欲望に

囚われる事がよくあります。 

 

また反対に、特殊な能力を持っている人や有名なヒーラー、スピリチュアリストに対して依

存心が生まれたりしています。 

依存心を持つ人は自分自身で努力する事や自分を見つめる事をせずに、自分が依存する人の

言葉に盲目的に従うだけとなります。 

そうすると、皆さんが本来行くべき光の世界から遠ざかっていきます。 

 

一番、光の世界に向かわなければならない人達が、一番遠ざかっていくという事は本当に残

念な事ですが、それも地球人の欲望を利用して、多くの地球人を闇の多い世界に引き止めよ

うとする罠なのです。 

 

これからの世界は、今まで以上に多くの分離が行われる世界となっていく事でしょう。 

今まで自分の中で、不要なものを分離し意識の統合を経験した人達が、それを望まない人達

と分離していく事になります。 

もちろん地球自身も、より大きな光に満ちた地球がそうでない地球と分離していく事になり

ます。 

 

それは、宇宙の法則に従って行われる事ですので、皆さんの個人的な感情や願いが入り込む

隙間はありません。 

たとえ皆さんが、どのように望まれようとも、宇宙の流れには、逆らう事はできないのです。 

これから私達が歩む光の世界について  
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光が多い世界へ入ろうとする方達には、これから、アセンションしていく地球をさらに導い

ていくための仕事が待っています。 

新しい地球には新しい考え方が必要ですし、今までにないエネルギーや光が降ろされてきま

すので、それを現実世界で受け取り、この世界を変えていく人々が必要なのです。 

 

今までの皆さんの活動は、この分離していく地球の中で、地球の純粋な光の部分を守ってい

ただく仕事をしていただきました。 

次は、その光の地球を育てていくための仕事です。 

 

あなた方が、地球に人間として生れてきた本当の理由はこれからです。 

新しい光の地球を生きていく事で、地球のアセンションを完成させてください。 

恐れをすてて、新しい地球に入っていくために、あなたの中にある、光の存在としてのパワ

ーを目覚めさせてください。 

 

そしてあなた方は決して１人で歩むのではありません。 

そこには、新たな光の家族や仲間達が生まれてくる事でしょう。 

あなたのスピリットの本当の家族と仲間を見つけられる事に喜びを持ってください 

 

 

 

〇光が多い世界に移り変わる事 

 

これからあなた方が歩む世界についてお話ししましょう 

もうしばらくは、この地球は、光が多い世界とそうでない世界の混在した状態は続きますが、

その分離はこれからさらに進んでいきます。 

光が多い世界が、この地球から分離した後には、今までと同じ闇が多い地球が残りますが、

その世界では更なる混乱や争いなども起きてきますので、十分に気をつけてください。 

 

しかし、光が多い世界は、そのような事がない世界です。 

人々の心の中からは、優しさや愛が今まで以上に満ち溢れてきますし、穏やかなスピリット

達も目覚めてきますので、同じような世界であっても、今までよりも優しく調和に満ちた世

界になってくる事でしょう。 

 

政治も経済も、戦争や略奪、支配のない良い方向に変わっていきます。 

光の世界の地球では、政治家や経済人にも良心と愛が芽生えてきますので、争いやテロも少

なくなりますし、人々や地球の環境を大切にする政治や経済のシステムに代わってきます。 
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もちろん、しばらくは今と同じような政治や経済のシステムも残りますが、これからは、利

益のために何をしてもよいという考え方はなくなります。 

そして、人に喜ばれる為には、自分は何を行い、何を分かち合えばよいのかという観点から、

政治と経済は発展していくでしょう。 

 

人々は、労働を行う事に喜びを見出し、サービスを受け取る事に対して、もっと謙虚になり、

感謝を持ってサービスを受け取る事ができるようになります。 

その時のお金は、ひとつの価値基準として存在しますが、お金がすべて、という考え方もや

がて変わっていく事でしょう。 

 

国同士の連携や助け合いも、今まで以上に活発になりますし、隠れて非合法な事をしている

人達も姿を消していきます。 

 

 

 

〇スピリットと共に歩む世界 

 

現在、発展途上国と呼ばれている国や少数民族の人達は、長い間の抑圧から解放され、自分

達の進みたい道を歩み始める事と思います。 

 

それは物質的な繁栄ばかりを望むのではなく、昔の人達がそうであったように、自然の中に

存在する精霊達と共に生きていく事に喜びを見出すような生き方です。 

彼らは本来、物質的な繁栄を望むために、この世界に生れて来たのではありません。 

彼らは、この地球の豊かさを守るために生れてきたのですから、彼らは自分のスピリットに

見合ったライフスタイルへと戻っていくでしょう。 

 

少数民族のなかには、アセンションした地球を経由して、光の世界に帰っていく部族達もい

るかもしれません。 

彼らは、他の星や次元からこの地球に、学びと守護のために来ていますから、彼らは故郷に

帰る事となるのです。 

 

これから皆さんが歩んでいく世界では、皆さんがスピリットと共に歩む事も、人々の常識と

なります。 

スピリットと共に歩むという事は、自分自身のより高次な意識と深くつながり、スピリット

が地球に降りてきた目的や使命を理解し、その事に基づいて生きていく事です。 

 

現実世界での物質的な快楽や欲望に身を委ね続けている人は、光が多い世界に行く事を望み

ませんので、そのような人達は少しずつ減っていきます。 
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生きる目的を見失って失望している人や人に依存して自分自身の努力を行わない人達も少し

ずつ減っていきます。 

 

1 人 1 人が、自分はどのような生き方をするのが楽しいのか、という事が分かってきますの

で、人間関係においてもどんどんトラブルや悩みが減っていきます。 

そしてこの社会も、騙し合う事やお互いを支配する事がなくなるので、もっとシンプルにな

っていく事でしょう。 

 

 

 

〇愛について学ぶ人々 

 

光が多い世界に住む人々は、愛について深く学びます。 

それも、誰かを独占して支配するための愛ではなく、お互いのエネルギーと優しさを分かち

合うような愛、多くの人に奉仕するような愛を、皆さんが学び始めます。 

お互いを見つめる眼差しはもっと柔らかく崇高なものとなっていく事でしょう。 

 

愛について深く学んだ人達は、心が開かれていきますので、言葉によらない会話を行う事も

可能となります。 

そうすると、異なる言語を持つ人達の間でも、言葉によらないコミュニケーションが行われ

る様になりますので、人種や国家の壁も少しずつ少なくなり、お互いの意識の共有化が進み

ます。 

 

今までの地球では、多くの人の意識の根底に、愛よりもさらに大きな苦しみや憎しみ、怒り、

嫉妬などの感情や人を支配したい、依存したいという欲望がありましたので、人間の共通の

意識にそのような感情や欲望が存在していました。 

そのために、この地球には、これらの感情や欲望にもとづく様々な制限やトラブルが蔓延し

ていました。 

 

しかし、人々の心の中に「至高なる愛の意識」が目覚めていき、それが言葉ではないコミュ

ニケーション方法で広がっていくにつれ、人々の心の中にある感情や欲望が癒されていきま

す。 

地球人の意識の根底には、再び、愛の感情が豊かになっていくのです。 

すると地球上でも、いままで抑圧されていた愛のエネルギーが高まっていく事になるでしょ

う。 

人々が、お互いを信頼して調和に満ちて生きていける時が、再び訪れる事になるでしょう。 
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〇アセンションした世界の子供達 

 

そしてそのようなエネルギーの中で生まれ育った子供達は、新しい世界に生きるための特別

な感覚を身につけていきます。 

それは「自由である」という感覚です。 

今までの地球は物理的な制限が多い地球でした。 

もちろん、物理世界に生きているのですから、時間と空間の制限を受ける事は当然ですが、

彼らのスピリットは、それらの制限からもやがて解き放たれていくでしょう。 

 

新しい子供達は創造力に満ちあふれ、楽しみをクリエイトしていく天才です。 

生きる事を「神聖なる遊戯」に変えていきます。 

彼らの遺伝子構造はさらに豊かになり、より高次の存在や他の次元の存在とも自由にコミュ

ニケーションができるようになる事でしょう。 

 

新しい子供達は、高次のマスターから、常に啓示とパワーを受け取る事ができます。 

今の私達には理解できない現象や考え方も、彼らにすれば、とても身近で当たり前の事とし

て行っていくでしょう。 

私達は、そのような彼らの自由な発想と生き方を尊重してあげなければなりません。 

なぜなら、これからの世界を作るのは、私達ではなく彼等なのですから。 

 

私達は、新しい光の世界に生きる事で、自分の意識を再編するような出来事を迎えるでしょ

う。 

私達の意識は、まるでパソコンがアップデートするように、今までの古いシステムから新し

いシステムへと変わっていくでしょう。 

人によっては、その事に恐れを抱く人もいるかもしれませんが、決して恐れる必要はありま

せん。 

私達のスピリットはすでに、その事を選択して先に進んでいるのです。 

 

 

                        2015年 11月 21日  瀬戸 武志 
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アセンションに向かう人への真摯なお願い 

 

〇アセンションを前に、道が分かれてゆく人々 

 

地球に住む人々は、現在、様々な状況に置かれています。 

本来の光あふれる自分に戻る努力している人もいれば、これからも争いや支配欲、物質欲の

世界にとどまる事を決めた人もいます。 

また、様々な世界を目の前にして、行くべき道が見つけられない人もいます。 

 

現在、地球はいくつものパラレルワールドに分かれていますが、どのような世界も、その世

界に行く人にとっては、重要な世界です。 

自分のスピリット本来の役割を果たすために、光の世界に戻っていく存在達は、もうすでに

スピリチュアル・レベルでの分離は終了しているようです。 

また、学びの世界に残る人も、自らの成長が不十分だと理解しているために、あえてその世

界に残り、肉体をもった人生の中で自らの務めを果たしています。 

 

しかし、最近のスピリチュアル相談室やセミナー参加者の様子を見ていると、スピリチュア

ル的には、光の世界に行きたいと願っていても、自分の意識や現実的な判断の中で、学びの

世界に強く引き戻されている人達が多いようです。 

この事について、皆さんがどのようにしたら、自分の意識とスピリットを一つにして、望む

べき世界にいけるのか、私が分かる範囲でお話しします。 

おそらく私の意見には同意しない人もいらっしゃるかもしれませんが、それはお互いの立場

が異なるという事でご了承ください。 

 

 

 

〇制限の多い地球を卒業するためのテスト 

 

創造主達は、皆さんが本当に光ある世界に行きたいのか、また光の世界に行くだけの資質が

育っているのか、私達を厳しく判断しようとしています。 

そのために、いくつものテストを私達に仕掛けています。 

それは学びの地球を卒業するためのテストのようなものです。 

光の世界に行くためには、物理的世界での過剰な欲望や愛されたいという感情、人や物に対

する依存心などを捨てていかなければいけません。 

光の世界へ入るための条件 
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皆さんは、今までの自分で、そのまま新しい世界に入っていけると思っているようですが、

それは全く違います。 

私達は、この欲望に満ちた物理的な地球を卒業しなければならないのです。 

私達は、私達を束縛していた考え方や感情、欲望から自由にならなければ、今の世界から出

ていく事はできないのです。 

 

いくら、光の世界に行きたいといっても、欲望や感情に振り回された生活を送っていてもそ

れはかないません。 

自分自身の意識と感情を整理して、成長するための努力をしなければ、それもただの欲望で

す。 

光の世界に行くという事は、すべてが満たされた世界に入って、自由で楽な生活ができると

いうわけではなく、そのような世界を作るために、１人１人の努力が求められる世界なので

す。 

 

その努力とは、自分自身を束縛しているものから自由になる事、そして自分と他人を分け隔

てなく愛する事ができるようになる事です。 

そのような「無償の愛」のエネルギーが、光の世界を生み出す原動力となるのです。 

 

しかし、アセンションを願う人達の中にも、いま大きな欲望のエネルギーが渦巻いています。 

それは、アセンションする人達が自分自身の中にある不要な感情やエネルギーを手放すため

に起こっている事ですが、場合によっては、それらの感情やエネルギーを操って、皆さんを

闇の多い世界に留めようとする「闇の世界の存在達」のコントロールを受けている場合も多

いようです。 

 

私達はその事を真剣にとらえ、自分の内側で何が起きているのか見極めていかなければなり

ません。 

私達が向かう世界は、もうすでに学びの世界を形作っていた「闇の世界の創造主」や「闇の

世界の存在」達とは切り離されつつあります。 

 

しかし、現実世界では、「光の世界につながる通路」も「学びの世界につながる通路」「闇の

世界の通路」も、皆さんの前に同じように開いています。 

さらにいうならば、１人１人の意識の状態に合わせて数えきれないほどの多様な世界の通路

（ゲート）が開いているといってもよいでしょう。 

そのために、地球に生きる私達は、様々な世界から影響を受け、どのような世界にも行く事

ができます。 

これはアセンションを迎えた世界の特質のようです。 
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しかし、「学びの世界につながる通路」「闇の世界の通路」の奥にいる存在達は、皆さんが自

分達の世界に来るように必死で誘いかけてきます。 

彼らにとって、皆さんのスピリットはとても魅力的でどのような方法を使っても奪いたいも

のなのです。 

 

私達は、創造主と共に、闇の世界の創造主達や闇の世界の存在に対して、光の世界に向かう

べき存在達を欺いたり、強制的に闇の世界に連れ込まないようにルールを作りました。 

 

彼らは、そのルールのために、人々を無理やり闇の世界に連れ込む事はできなくなりました

が、本人の同意があれば、自由に光の存在達を捉え、学びの世界や闇の世界に連れ込む事が

できます。 

彼らは、表向きは立派な言葉や心地よいエネルギー、経済的な豊かさなどを装って皆さんに

近づきますが、エネルギーの見極めができない人は、表面的な言葉や欲望に心動かされて、

彼らの誘いに乗ってしまうのです。 

 

そうすれば当然のごとく、皆さんのスピリットの自由は奪われ、欲望に満ちた闇の多い世界

に行く事となります。 

しかし、それも皆さん自身の判断として、光の創造主達も大天使達も助ける事ができず、見

守らなくてはいけないのです。 

 

 

 

〇スピリチュアルな世界の危険性 

 

スピリチュアルな教えや様々なヒーリングの中でも、特殊な力や能力を身に着ける事が出来

る、お金儲けができるとか偉くなれる等の特質をもつスピリチュアルな教えやヒーリングは、

闇が多い世界から来ているものも多くあります。 

 

ヒーリングやスピリチュアルな事に関わっている人の中には、霊的な世界や大天使、守護霊

等が見えるようになりたい、あるいはそのメッセージを聞こえるようになりたいと願う人達

が沢山います。 

そのような人の気持ちの奥に、特別な能力を持つ事によって、自分を頼りにしてくれる人や

お客様をたくさん持って経済的に豊かになりたい、自分は特別だと思われたい、という気持

ちがあるならば、その人はすでに、闇の世界の存在達の招待を受け取り、彼らと共に歩み始

めた事になります。 

 

知らないうちに、闇の世界のエネルギーを、ヒーリングやスピリチュアルな事に使う事で、

急にそのような能力が目覚めたり、新たな力が生まれてきたりします。 
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そして周りからちやほやされたり、先生扱いされるようになり、多くの人から頼られるよう

になります。 

 

最初はその事が心地よいように思え、経済的にも豊かになる事に満足を覚えるかもしれませ

んが、多くの人が、皆さんに依存して皆さんのエネルギーをどんどん奪っていくようになり

ます。 

 

どうか、様々なヒーリングやセラピーに参加する前に、自分の心の働きを感じてください。 

もし、このセミナーやセラピーを受けると、自分は助けてもらえるかもしれないとか、この

セラピーを行えば、経済的に豊かになれる、自分が特別な存在として人に認めてもらえる、

このセラピーを教えてくれる先生のように有名になれるなどという気持ちがあれば、どうか

そのセラピーやセミナーに近づかないでください。 

自分の純粋な愛のエネルギーが心地よく感じられるセラピーだけを行ってください。 

 

また物質に、自分の欲望や願いを入れ込んだものを作る事も決してお勧めできません。 

それが地球の平和に向けられたものであるならばよいのですが、自分の欲望や願いを込めた

ものであるならば、自分のエネルギーフィルドの回りが、物質的な欲望を願うエネルギーで

満たされ、どんどん重たいものになってしまいます。 

 

自分自身の努力を横に置いて、そのようなものに頼るような気持ちは、自分の中に依存心を

生み出すだけです。 

アセンションする地球に行くために、最も捨てなければならないものの一つがこの「依存心」

です。 

自らの能力は、自らが開いていくものです。 

天使やマスターはそのサポートを行う事もありますが、自分の願いをそのような物に託す必

要はないと思います。 

それよりも、もっと真摯な祈りと努力を行うように、考え方を変えていったほうがよいので

は、と思います。 

 

 

 

〇カード類の問題 

 

多々あるカード類を使用している人達も考えなければならない事があります。 

誰が、どのようなエネルギーを用いて作ったかわからないようなカードを使用して、相手の

人生の大切な問題にアドヴァイスを送るという事も、よく考えたほうがよいのではと思いま

す。 

それは、真摯にクライアントさんの事を考えるのではなく、カードに依存した答えを相手に
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与える事になります。 

 

カードを使用する事により、カードを使用する人もアドヴァイスを受ける人も、共にそのカ

ードのエネルギーに影響を受けてしまいます。 

中には非常に大きな闇のエネルギーを持っているカードもありますので、カードの裏側にあ

るエネルギーを見極める事が出来なければ、とても危険な事になってしまいます。 

 

私は、皆さんが、真摯にクライアントさんに向かい合う事によって、自分と相手の心の声を

聴けるように、努力すべきだと感じています。 

 

天使やマスター達は、本来は光の存在ですから、その人の意識の成長や地球の平和のために、

皆さんをサポートするために来ています。 

彼らは、恋人が欲しいとかお金が欲しいとか、というような個人的な欲望に対しては、積極

的には関わりません。 

 

その事を積極的に行うのは、私達が「ブラック・エンジェル」や闇のマスターと呼んでいる

存在達です。 

ブラック・エンジェル達は、私達の欲望や情欲、支配欲、物質欲などをコントロールして、

私達の気持ちを、欲望の世界へと向かわせます。 

彼らは、欲望を持つ人達が、欲望を持つ事でどのような学びを行うか、という事に興味があ

ります。 

そのために、欲望を速やかにかなえてあげる事で、その人がさらに多くの願いや欲望を持つ

ようにしていきます。 

そして、最後は大きな破綻が待ち構えている事が多いのです。 

 

私達は、ライトボディヒーリングのセッションでも、皆さんの過去性の中で、このような闇

の存在達と関りあうとどのような結末を迎えるのかお知らせしましたし、またそのような問

題も解決させていただきました。 

できうる限り、目先の利益や効果をちらつかせるような存在とは関りあわないほうがよいと

思います。 

 

 

 

〇ツインソウルの幻想 

 

そして最近特に増えてきたのが、「ツインソウル」や「ソウルメイト」を自分の恋愛の対象と

して求めている人達です。 

これはとても危険な事なのです。 
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本来ツインソウルは、自分の魂の片割れとして、自分の成長を助けるためにあります。 

ツインソウルは、皆さんにとっては、決して恋愛の対象となるようなものではなく、自らを

厳しく見つめなおし、自分の魂が完全な存在となるための多くの試練を与えます。 

そのために、今まで隠していた感情やエネルギーが噴出し、恋愛どころか、お互いを憎みあ

う事さえも起きてしまいます。 

 

あるいは、そのスピリットと出会う事で、皆さんの人生に劇的な変化を起こしてしまう事も

あります。 

しかし、ツインソウルや魂のパートナーに会いたいと考えている人の中には、ただツインソ

ウル等と出会って、彼から愛してもらいたい、自分を女性として満たしてもらいたい、とい

う欲望に動かされている人もいるようです。 

ツインソウルやソウルメイトは、必ずしも異性として現れるものではなく、同性の友人や親

子、あるいは会社の上司など、自分が苦手とする立場の人として現れる事もよくあります。 

 

なぜなら、自分自身が持つ魂の不完全さや欠点、成長させるべきところを強烈に見せてくれ

るのがツインソウルです。 

その片割れとあったならば、強制的にそのような事が学びとして行われてきますので、ロマ

ンスを楽しんでいる暇はないかもしれません。 

またそこでロマンスが起きてきたら、そのロマンスを通して大きな事を学ぶような関係性が

できてくる事でしょう。 

 

皆さんのスピリットは、本当に光に向かっていますが、その最終的な場面で、このような女

性としての一番弱いところを、闇の存在達からアタックされているのです。 

私達が、その事を調べていくと、光の世界からはすでに撤退した闇の存在達のゲートが大き

く関わっている事が分かりました。 

 

現実世界で、本物ではない「ツインソウル」に心を奪われて、愛されたいという欲望の渦の

中に流されないでください。 

自分が今いる場所をしっかりと見つめ、自分自身が他人を愛してあげたいという「無償の愛」

に目覚めてください。 

現実の生活では、お金や家が必要だからご主人と一緒にいても、心は他の男性に奪われて、

その人との時間を大切にして家族を顧みない、という事にならないでください。 

この事が多くの女性達に起こっている事を、私達は何よりも危惧しています。 

 

 

 

〇幻想を乗り越えて、光の世界へ 
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この事を書いている途中にも、闇の世界をつかさどる大きな存在が現れ、創造主と共に処理

していました。 

それは、どのような存在にも姿を変え、皆さんを巧みにだます事ができる闇のマスターです。 

その存在は、皆さんが一番求めている存在に姿を変え、言葉巧みに誘います。 

ある程度、見えたり聞こえたりできるようになった人達が、この存在のターゲットです。 

 

ある時は女神、ある時は大天使の姿をして、皆さんを信頼させると、どんどんと光の世界に

偽装した闇の多い世界に皆さんを引き連れていきます。 

多くの宗教やカルト、ヒーリングのグループにも、この存在は深く関わり、皆さんの自由と

成長を奪ってしまいます。 

 

しかし、私達は、これらの事を学び終えなければならないために、この事を経験しているの

です。 

いつまでも、ヒーラーや宗教、特殊な力を持った人などに頼り、依存心のままに生きていれ

ば、やがて自立できなくなり、自らの魂も闇の世界の中で、進むべき道を見失ってしまいま

す。 

 

様々なヒーリングやカード、グッズ類に頼る事なく、それらはあくまでも道具である事を自

覚して使用してください。 

それらの中には、精神安定剤のように、皆さんの素晴らしい意識を抑圧し、無意識のうちに

皆さんのエネルギーを奪い去るものもあります。 

エネルギーの見極めができないものに対しては、近づかないほうがよいでしょう。 

 

そしてパワースポットや多くの神社などがある場所も、本来は自然の神聖な精霊が存在する

素晴らしい場所でした。 

しかし、多くの人が自分の欲望の拠り所としてしまったために、この地上に物質的な欲望を

もたらす存在や戦いや競争に勝つために手段を択ばないという存在達が居座ってしまいまし

た。 

皆さんがその場所で祈る事で、それらの存在と深くつながってしまう事もよくある事です。 

今までは、その事から起こる事も重要な体験でしたが、これから皆さんが行く光の世界では、

もうこれらの事も必要ではなくなりますね。 

 

つまり、これからの世界は、皆さんの心が唯一の判断基準となる世界です。 

様々な欲望にとらわれる事なく、自由に生きていってください。 

私達は、いつまでも皆さんのお世話をする事はできませんが、皆さん１人１人が、光の世界

にたどり着いてくださる事を、心から祈っています。 
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この章では TAKESHI が、皆さんに分かり易くアセンションに対する心構えなどを書いたも

のをいくつかご紹介しています。 

どうか自分をしっかりと振り返り、意識を目覚めさせてください。 

私達はこれから、新たに作られた光の地球へと入って行かなければならないのです。 

そのためには、「宇宙の愛」に目覚める事、人としての意識を進化させ、スターピープルと共

に活動できるようにならなければなりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 8 章 TAKESHI によるアセンションメッセージ 
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時は今なのです。 

 

どうか、あなたの気持ちをゆっくりとリラックスさせてください。 

あなたが、自分の中にある様々な感情を解き放って、もっと自分自身と向き合えるようにし

てください。 

 

今まで自分が生きてきたのは、なんのためだったのだろうか 

今まで自分が苦労してきたのは、自分にとってどのような意味があったのだろうか 

今まで起こってきた事は、自分がどのような自分に成長する為だったのだろうか 

 

今起きている事は、自分が望むべき自分に変わるために必要な事なのです 

人間は、一瞬のうちに、素晴らしい自分に変化する事はできないかもしれませんが、あなた

の意識の波動を自分自身で少しだけ変える事により、最短の時間で自分を成長させる事が出

来るのです。 

しかし、その事を妨げているのも、また自分自身の意識や感情なのです。 

 

どうか恐れずに、自分自身の変化を楽しんでください。 

自分が、変わる事に喜びと感謝を持ってください。 

その事があなたにとっても大切なのです。 

 

あなたの中の光に気づいてください。 

あなたの中の優しさを感じてください。 

あなたの中のたくましさを信頼してください。 

あなたの中の正義を実行してください。 

 

時は今なのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

時は今なのです 
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あなたが、自分自身を癒したいと思うなら、あなたはすでに目的を果たしつつあります 

あなたが自分自身を大切に思い、自分の過去から決別しようと願うならば、あなたの癒しは

すでに起こっています。 

 

あなたは、解放できない過去等有りはしないという事を理解する時が来ました。 

すべて自分の意志と想像力で、あなたの未来を創造できるのだという事を知る時が来たので

す。 

あなたが今立っている場所から、出来うる限り素晴らしい未来を想像してください。 

出来るだけ、その道のりを鮮明にイメージしてください。 

そして毎日１歩ずつ、理想の未来に近づいている事を確信してください。 

 

過去にこだわるより新しい未来をつくりだす事の方がどれだけ楽しいかという事が分かるは

ずです。 

未来は、愛と喜びで満ち溢れています。 

未来は、大きな可能性でいっぱいなのです 

 

それに引き替え、過ぎ去った過去はセピア色の写真のようです 

そこには、あなたがとらわれる何物も存在しません 

 

あなたが進むべき道をもっと明らかにしてください。 

自分がどのような道を歩み、どのような世界に行きつくのか 

しっかりとした道しるべや行くべき世界のビジョンがなければ、あなたの歩みは徒労になっ

てしまいます。 

 

あなたが進むべき道をしっかりと見つけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたが進むべき道を見つけてください 
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〇愛の度数とアセンション 

 

私達の地球は、2019年末をめどにほとんどの分離が終了するようです。 

それは地球に生きる人々にとっても、自分が望むべき世界に行くという事を意味しています。 

それが、たとえアセンションする世界でなかったとしても、スピリットにとっては必要な学

びの世界に行く事になるので決して悪い事ではありません。 

 

私は、このアセンションする世界に行くのか、異なる世界に行くのか、どこで見分けるのだ

ろうと疑問に思っていたのですが、先日ようやく教えていただきました。 

それは「アミ小さな宇宙人」で書かれたていたような「愛の度数」を図る機械をスターピー

プル達は持っているようです。 

そしてその人の「愛の度数」を計測して、それを宇宙のスーパーコンピュターに送り、様々

な要因と兼ね合わせて、その人が行くべき世界を決めるようです。 

 

そして、この「愛の度数」に応じて、アセンションの段階も決まるようです。 

地球は今回、第１次アセンションを迎えますが、この第１次アセンションを迎えられる人々

の愛の基準は 700だそうです。 

現在の地球人の平均は 600から 650ですから、地球人全員が第１次アセンションを迎える

には到底足りない数字です。 

 

そのために、700に近い数字の人達を選んで第１次アセンションさせていくようです。 

この 700という数字は、「宇宙の愛」の第 1ステージに対応します。 

「宇宙の愛」については白鳥座のギュナ星人が詳しく書いてありますが、「同じ地球に生きる

人を分け隔てなく愛する事が出来る人」になる事です。 

今の地球では、光も闇も混在しているので難しいかもしれませんが、これから自分が行く世

界の人達を愛する事が出来るようになる事が大事です。 

 

私達が、「宇宙の愛」の第 1ステージを理解し、それに向けて努力するようになれば、私達の

愛の度数は、700に向けて上昇していく事でしょう。 

そして 700を超えた人が、正式に第１次アセンションを迎える事になります。 

地球では、おそらく 700を超える人は、全体の１割位しかいないと思われますが、それでも

第１次アセンションは、何とか成功するようです。 

 

 

愛の度数とアセンション 
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〇愛の度数に応じてくりかえされるアセンション 

 

そしてスターピープル達から教えてもらった事は、アセンションは一度だけでなく、愛の度

合いに応じて何度でも起こるという事なのです。 

愛の度合いが高くなるという事は、それだけ精神性が高まるという事なので、スターピープ

ルとして進化していき、天の川銀河の重要な役目を任される事になります。 

 

愛の度数が 800になると、第２次アセンションが起こります。 

これは、「宇宙の愛」の第２ステージに対応します。 

この第２ステージは、「宇宙の愛」の中でも、同じ種族の人間だけでなく、宇宙の他の種族や

生命を愛する事が出来るという意識状態になる必要があります。 

 

「アミ小さな宇宙人」のモデルとなったブラッド星人も、種族としてはすでに 800を超えて

第２次アセンションを終了していますので、単独で地球や様々な星に、発展途上の人達をサ

ポートしに行く事が出来ます。 

ただしアミ自身は、地球人のペドゥリートと会った時は、まだ若くブラッド星人の平均的な

愛の度数には至ってはいない 750程度でした。 

しかし、それから様々な経験を積んで現在では、ブラッド星人の平均値である 850まで度数

があがっているようです。 

 

本来は、この第２次アセンションを終わってからが、本当のスターピープルとして、宇宙の

中で活躍できる立場になります。 

第１次アセンションを終えたばかりですと自分達の種族は愛する事が出来ますが、自分達の

種族と大きく異なる姿や能力を持った異星人に対して恐れや違和感を持ってしまい、相手の

立場になって考える事が出来ないので、その星の人々を十分にサポートする事が出来ません。 

この段階の人は、第２次アセンションを終えたスターピープル達の仕事をお手伝いする見習

いスターピープルです。 

 

また、第２次アセンションを終えて、天の川銀河の人々に大きく貢献した他人は更に愛の度

数が高まり 900を超えてきます。 

900を超えると第３次アセンションへと向かいます。 

今回の地球のアセンションを中心的な立場で支えているスターピープルは、第２次アセンシ

ョンから第３次アセンションへと向かう人々ですので、地球の第１次アセンションが無事終

了すると、第３次アセンションを達成する人もいるようです。 

 

今回地球の第１次アセンションは、ただ一つの星がアセンションしていく事とは、まったく

異なる重要な問題をたくさん含んでいますので、さらに高いレベルにいるスターピープル達
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も関わっています。 

天の川銀河の最高レベルにいるのは、おそらくエリシタール星人で、第７次アセンションを

終えているようです。 

 

ここまで来ると、通常のスターピープルにとっては伝説の神クラスのスターピープルですの

で、今回一緒に働いているスターピープルは、彼等に会えただけでも幸運に思っている者達

もたくさんいます。 

もちろん、天の川銀河を超えた宇宙には、さらに高い次元にあるスターピープルもいます。 

 

 

 

〇愛の度数と年齢 

 

スターピープル達は、半物質体ですので、自分達の意識が高まれば、高まるほど長く生きる

事が出来ます。 

私達の現在の寿命は 80 歳～90 歳くらいですが、第１次アセンションを終わるとおそらく

200歳から 300歳くらいまでは伸びるのではないかと思います。 

 

第２次アセンションを終えたスターピープル達に聴いてみると、大体 1000歳くらいまでは

生きるようになるようです。 

おそらく、愛の度数が上がり、自分達のアセンションが進んでいくと、完全なスピリット体

となり、物質的な肉体を持たなくなるので、自分達が生きる年齢も自由になるようです。 

私達と共に、働いている最高次元のスターピープルは、1 億歳をすでに超えているといって

いました。 

もう彼等には、時間の制約は全くないようです。 

 

私達も第１次アセンションが終わると、自分達の肉体に大きな変化を迎えるようです。 

肉体やスピリットの調整を行っているスターピープルは、現在私の体やスピリットの調整に

大忙しです。 

これから、私達は様々な星のスターピープル達と会う事になるので、今のままでは上手にコ

ミュニケーションをとる事が出来ないようです。 

私達の意識と肉体の遺伝子を調整して、ファースト・コンタクトやその後のアセンションに

備えているようです。 

 

現実的にも、この２か月ほとんど牛肉や豚肉を食べませんし、鶏肉も少なってきました。 

食事の量も昔の半分くらいです。 

これは、スターピープルの中には、牛や豚のような地球で言う哺乳類を起源としているスタ

ーピープル達もたくさんいて、彼らは私達が動物の肉を食べる事を、決して良くは思ってい
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ないからです。 

確かに、自分と同じ種族を日常的に食べている人とは安心して話が出来ないですよね。 

 

私達が知る最高次元にいる種族は、少し形は異なりますが、地球で言えば魚のような種族か

ら、１０回もアセンションを繰り返して、今のスターピープルになったと言っていました。 

決して動物に似た種族だから、魚のような種族だからと言って、私達よりも進化していない

という事は一切ないようです。 

このように相手の種族を尊敬して、自分の食事の形態を変える事も、自分自身の愛の度数を

上げる事に大きく関係しているようです。 
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地球の人達は、本来は、宇宙の愛に目覚めるべき存在です。 

人間は、愛に目覚めて新しい進化を遂げる為に生み出されました。 

 

しかし、地球を支配している地球外生命体達（ダークピープル）は、地球の人々の進化を恐

れて、地球の人達が本当の愛に目覚めないような仕組みを作りいくつもの罠を仕掛けてきま

した。 

その仕組みとは、人間の遺伝子の中に、自分達の遺伝子を組み込み、人間を支配的で攻撃的

な存在にする事です。 

 

そして、人間が愛に目覚めようとすると、怒りや不安を感じるような事を起こさせ、愛の優

しい感情から遠ざけます。 

また、愛に目覚める代わりに、お金儲けや人々を支配する事、男女間の恋愛やパチンコや賭

け事などに没頭させ、自分が本来あるべき姿から遠ざけようとします。 

 

私も、宇宙の愛をしっかりと身に着けようと努力している時に、現実生活の事を考えると、

会社の売上が足りなくて赤字になっている事や大切なスタッフがたくさん止めていった事な

どに影響されて、自分の心の中が不安になったり怒りが生まれてきて、自分の中の大切な愛

をすぐに見失ってしまいます。 

そして、その原因を調べていくと、いつも人と一体化した地球外生命体（ダークピープル）

や私達の会社に不利益を及ぼすエネルギーが存在している事に気付きました。 

 

私が、自分の役目に気付く事もなく、アセンションに対する取り組みを行っていなかった時

は、地球を支配する地球外生命体（ダークピープル）も私に対して大きな妨害はしてきませ

んので、会社は順調に動いていました。 

 

しかし、2016 年になって、次々と地球を支配する地球外生命体（ダークピープル）の仕組

みを暴き、それをスターピープル達と共に処理していくとともに、私に対する個人攻撃も強

くなってきました。 

今回の入院もそうですが、私が今まで以上の愛に目覚める事を恐れて、様々な方法で妨害を

行ってきます。 

 

皆さんの中でも、本当の愛に目覚めつつある人がたくさんいます。 

現在、愛の度数が非常に高いスターピープル達がたくさん地球に関わってきています。 

そのために地球そのものの愛のエネルギーが高まっています。 

人間の進化と「宇宙の愛」 
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そのエネルギーは、皆さんのスピリットが持つ愛の遺伝子を活性化させ、皆さんを宇宙の愛

へと導きます。  

 

皆さんは、宇宙の愛に少しでも触れると、意識の進化が始まり、地球外生命体達（ダークピ

ープル）によって支配されている人類や地球の仕組みが少しずつ分かるようになります。 

それは理論的に分かる人もいれば、「なんとなく嫌だ」と感覚で分かる人もいます。 

どちらでもいいのですが、愛を見失った社会のシステムに違和感を持つ事が大切です。 

 

そして自分が、他人や社会に対して、「誰かが社会や自分を変えてくれる。」とか「やがては

良くなるさ。」などと思わずに、自分の力でその違和感を解決するために行動する事が大事で

す。 

そして、違和感を解決するためには、地球の人々の全てが幸福になるためにはどうしたらよ

いか、という「宇宙の愛」の視点で、周りを見渡す事が大切です。 

 

自分だけが良くなろうとしても、その違和感は消えません。 

反対に違和感は強くなるばかりです。 

私達１人 1 人が、地球の為にはどうしたらよいのか、人々の幸福のためにはどうしたらよい

のか、そのために自分はどうしたらよいのかという事を真剣に考えていけば、人は必ず「宇

宙の愛」にたどり着きます。 

それが、皆さんを新たな人類として進化させるための大切な方法です。 
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何故地球を支配する地球外生命体達（ダークピープル）が、皆さんが「宇宙の愛」について

目覚める事を妨害するのか、そして本来光を持っている人々やスターピープルから地球人に

生まれ変わってきた人々を捕え、光 40％台の世界に閉じ込めようとしているのか説明してい

きましょう。 

 

先ず人類は、本来であれば素晴らしいスターピープルになるための遺伝子を持っています。 

この闇が多い地球の中でいくつもの障害を乗り越え、自分の意識を高めて「宇宙の愛」に目

覚める事で、スターピープルへと進化していくのです。 

しかし人類が生まれた時から、地球を支配していた地球外生命体達（ダークピープル）によ

って、愛を得るための遺伝子や自らをスターピープルとして進化させるための遺伝子は、不

活性化させられてしまいました。 

それはこの遺伝子が活性化して、地球人が目覚めてしまうと、自分達の支配から抜け出てし

まうからです。 

 

地球を支配する地球外生命体達（ダークピープル）は、人類が賢くならないように、また愛

に目覚めないようにする事で、人間を何千年にもわたって支配し続けてきました。 

多くの戦争や政治の変化などもすべて、彼らの手の上で起こっている事です。 

 

彼等は、人々に物質世界での充足感を与え、自分達が支配されている事に気づかないように

仕組んできました。 

あるいは過酷な差別や抑圧を行い、ひどい仕打ちを与える事で、人間として尊厳を失わせ、

まるで家畜のように扱ってきました。 

 

それは、地球外生命体達（ダークピープル）が、多くの人々を自分達の支配下に置き、地球

を自分達が望むように統治するために行った事です。 

人々を苦しめる独裁政治や戦争を起こしたり、核兵器や原子力発電の事故によって人々を傷

付け、人々が目覚める機会を奪っていくのです。 

 

しかし、このままでは地球は破滅してしまいます。 

なぜなら地球が存続する為には、人々の愛が必要だからです。 

地球外生命体達（ダークピープル）は、地球の人々を覚醒させないために、人々が「宇宙の

愛」に触れる事を妨害してきました。 

 

人間として生存するために必要な「お互いのパートナーにたいする愛」や「子供に対する愛」

皆さんの失われたスピリットや魂との統合について 
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は持たせてきました。 

しかし地球が存続する為には、これらの愛だけでなく「人類全体に対する愛」や「相手に見

返りを求めない無償の愛」が必要なのです。 

 

地球外生命体達（ダークピープル）にとって大きな光は、自分達の力を弱めてしまいますか

ら必要とはしていませんが、スターピープルや地球人が持っている程よい光は、地球外生命

体達（ダークピープル）にとっては必要なのです。 

 

彼等はそれを自分達の生命源としています。 

今までの地球は、地球外生命体達（ダークピープル）によって支配される地球のみでしたの

で、地球外生命体達は、地球に生れてきた光ある人間や地球の進化のために地球に生れてき

たスターピープル達を捕え、彼らの光を奪い独り占めする事ができました。 

 

しかし、地球のアセンションが始まり、光をもった人達が一斉に、上の次元へと移動し始め

ると状況は大きく変わってきました。 

 

地球外生命体達（ダークピープル）は光をもった人間達が、自分達と異なる世界に移されて

いく事に、大きな危機感と怒りを覚え、多くの光を持つ人間達を、自分達の世界の中に捕え

閉じ込めてきました。 

 

光を持った人達が、これ以上覚醒してアセンションしていかないように、様々なお金儲けの

方法や特定の宗教、ヒーリングやスピリチュアルの方法を教え、地球外生命体達のエネルギ

ーと今まで以上に深くつながらせようとしてきたのです。 

 

そして、お金や名誉欲、支配欲などに目がくらんだ人達と地球外生命体達（ダークピープル）

一体となり、多くの光ある人々を虜にしていくのです。 

ヒーリングやスピリチュルも表面的には非常に素晴らしい物であったとして、それを行う人

の意識状態によっては、地球外生命体達（ダークピープル）のエネルギーが、そこから流れ

だし、多くの人々の光を奪ってしまう事も有るので注意が必要です。 

 

今アセンションにともなって、この地球では、人間のスピリットや魂を巡って地球外生命体

達とスターピープル達の攻防が連日繰り広げられているのです。 

私達は、彼等が、政治や経済、宗教、社会的な活動の全てを通して、人々の光やスピリット

の一部、そして地球に来たスターピープル達を捉えているシステムを次々と打ち破り、彼等

によって閉じ込められていた魂やスピリットを開放しています。 

そして彼等によって捕まり利用されているスターピープル達を助け出してきました。 

 

残念ながら地球外生命体達によって、意識の覚醒の道を閉ざされ、物質的な世界の事にしか
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フォーカスできない人達は、たとえスピリットや魂の一部が解放され戻ってきたとしても、

統合はできないようです。 

しかし、少しでも意識進化の道を歩もうとする人ならば、自分から切り離された魂やスピリ

ットの一部、自分自身の光が戻ってきた時に、それを取り戻し再び統合する事ができるでし

ょう。 

 

この統合は、今迄の地球と同じ光 40％台の地球に生きる人には起きませんが、光 50％以上

の世界に進化していく人、光 56％以上のアセンションの世界に入って行く人には必ず起こる

でしょう。 

皆さんが失われたスピリットや魂と統合する為には、今まで以上に冷静になり荒々しい感情

に振り回されない事が必要です。 

 

そして少しでも「宇宙の愛」を受け入れ、そのエネルギーに触れる事が大切です。 

2019 年の現在、もうすでに人々はどの世界に行くのか決まっているようですので、光の世

界に行きたい人はこの統合を受け入れ、少しでも完全なスピリットと魂に目覚めてくださる

事を期待しています。 
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地球の人々が新たな世界に向け大きく進化する時も近づいてきました。 

私達は、今迄の古い地球人の体質を脱ぎ捨て、スターピープルと共に活動できるように自主

独立の意識を持って成長していかなければなりません。 

 

そのために最も大切な事は「依存心」を捨てる事です。 

地球人は、もともと力を持った人や自分に親切にしてくれる人に対して依存心を持ちやすい

性格ですが、依存心を持つと自分の主体性が失われ、相手に支配されやすくなります。 

もし現在、あなたが、自分が先生と思っている人や仲の良い友達、あるいは家族のいう事を

無条件に受け入れているならば要注意です。 

 

あなたは誰かのいう事を素直に受け入れ続ける事で、その人に服従してしまいます。 

もちろん、自分の欠点を直すために、誰かの意見に素直に従う事は必要ですが、相手の意見

や忠告を、自分で熟考する事なく受け入れる事は危険です。 

相手が、パートナーや両親である場合は、その影響力は更に大きくなります。 

 

依存心を持つと、自分自身で自分の人生を創造する力を手放す事になり、自分のエネルギー

や光を他者に奪われてしまいます。 

そして自分の判断力を失い、いつの間にか、相手の思うままに操られ、人類の進化とはとて

も遠い場所に行ってしまいます。 

 

特にスピリチュアルな事に関心を持つ人が依存心を持つと自分の生活だけでなく精神的な事

にまで相手に依存し、自分の意思を失ってしまいます。 

スターピープルや多くのマスター達も、依存心を持つ人を助ける事はできません。 

 

依存心を持つ人には、スターピープル達が差し出している救いの手が見えないからです。 

スターピープルや私達は、皆さんの意識の進化のために「宇宙の愛や光」に自分の力で目覚

める事を求めます。 

自らの努力で自らを変えていかなければ、自分達の進化はあり得ないからです。 

 

しかし依存心を持つ人は、自分で努力する事を放棄して、誰かが助けてくれる、誰かが何と

かしてくれると他人任せの気持ちでいますが、本当のところ、誰も助けてくれません。 

スターピープル達が助けられるのは、自分自身で努力して、彼らの手をつかんだ人達だけな

のです。 

その結果、依存心を持つ人は、救済される事を夢見つつも何も変わらない日常が繰り返され

依存心を持つ事の恐ろしさ 
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てイライラしてくるのです。 

 

依存心を持つ人は、自分が助けられていない、とわかると、今度は怒りや憎しみを持ちはじ

めます。 

すると「私達を助けて。」「私達をこの世界から救い出してください。」という感情から、「私

は、こんなに待ち望んでいるのに、どうして助けてくれないの。」「あなた方の正義や愛は偽

物だ。」といって逆切れを始め、すごいエネルギーを私達やスターピープル達に飛ばしてきま

す。 

 

実を言うと、私達は、このような依存心や怒りの感情を毎日のように受け取って苦しめられ

ています。 

その様な感情を持つ人達は、光に向かう人々に大きな悪影響を与えてしまうので、光の世界

から分離されていく事になります。 

 

あるいは、依存心が強い人には、その求めに応じて光のマスターや天使などの姿に化けた地

球外生命体（ダークピープル）やダークエンジェルが近づく事が良くあります。 

現実的にも非常に面倒見がよく頼りがいがある人の姿をとって現れてくる事でしょう。 

 

依存心がある人は、自分を認めてくれる言葉や褒めたたえてくれる言葉に非常に弱いので、

すぐにその人達の言う事を信じてしまいます。 

そして「この人こそが、私が待ち望んだ人だ、私を助けてくれる人だ。」とその人に夢中にな

り、正常な判断力を失っていきます。 

 

これはよく新興宗教やヒーリングの世界でも起きる事です。 

あなたを助ける事ができるのは、あなたしかいませんが、その事を忘れ、あなたにやさしく

してくれる人に心とエネルギーを奪われてしまうのです。 

もちろん、これは皆さんのスピリットが選択した道なので、スターピープル達を始め、全て

の者達は、その選択に介入する事はできません。 

 

しかしこのような人達は、地球のアセンションからもっとも遠いところにいる事だけは確か

です。 

私達は、自分の意思と努力によって精神的な進化を遂げなくてはなりません。 

そのために、私は多くのスターピープルの言葉を紹介したり、アセンション・ブックを通し

て、今地球と宇宙に何が起きているのかをお知らせしてきました。 

 

私達は、間もなく大きな変化の時を迎えます。 

どのような変化が起こるかはもうすでに決定されていますが、私達にはまだ知らされていま

せん。 
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ただできる事は、少しでも「宇宙の愛」にふれ、自らの意識で地球人としての制限を解き放

つ事です。 

この依存心を捨てるという事は、そのために最も必要な事となるでしょう。 
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私達はアセンションが進むにつれ、様々なスターピープルと共に活動するようになっていき

ましたが、2017 年の８月２０日ごろからもう一つの地球人であるシャンバラの人達とも交

流し、同じ仲間として働くようになりました。 

この事はアセンション・ブックの「ファースト・コンタクト３ 明らかにされていく地球の真

実」にも書かれていますが、少し彼等の事についてお話ししましょう。 

 

彼等は、地表に住む私達が、地球の原始種族である猿にスターピープルの遺伝子を加えて、

人間として進化させられた最初の時から、人類を見守っていました。 

彼等は、地球以外の星から地球にやってきて、地球の地下に住むために素晴らしい地下王国

を作りました。 

そして様々なスターピープルと自らを融合させながら地球の管理者として地球を見守ってき

たのです。 

 

彼等の役割は、地球と地球に生きる人々や生命を守る事です。 

地球の表面で生きている人間達は、多くの地球外生命体達（ダークピープル）の影響をうけ、

自己中心的で好戦的な種族になってしまい、戦争や騙し合いを繰り返して進化してきました。 

そして、人類が争いを起こし、無益な血が流されるたびに、地球は傷つき苦しんできました。 

 

シャンバラの人々は、地下の世界で常に地球と気持ちをひとつにして、地球を癒し、地球が

存続できるように祈りを捧げてきたのです。 

彼等は「宇宙の愛」に深くつながっていますので、その愛を地球に捧げ地球を守ってきたの

です。 

しかし地球人が核爆弾や原子力発電を発明すると事態は大きく変化しました。 

核兵器が使用されたり原発が事故を起こして放射能が漏れると、さすがのシャンバラの人達

にも大きな影響が出始めました。 

 

シャンバラの人は自然放射能や有害な物質から自分達を守るためにあえて地球の地下という

場所を選んで住んでいたのですが、核兵器の使用や原発の放射能漏れによって、地球の地下

世界にも放射能が流れ込んでくるという事が起こってきたようです。 

そのためにシャンバラの人達も、その様な核兵器を使用する人達と平和を求める人達を完全

に分離する必要がある事を感じたようです。 

 

地球のアセンションは、地球と愛に満ちた人々を守るためには絶対に行わなくてはいけない

事です。 

宇宙の愛に満ち溢れたシャンバラの人達 
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シャンバラの人達は、地球がアセンションを行い、光の世界が生まれた時には、地球の地表

に住む人々とひとつになって、新たな地球のシステムを作るお手伝いをしてくれる事になっ

ています。 

 

シャンバラの人達は、主に人々や子供の教育に力を入れたいようです。 

その目的は、地球人が「宇宙の愛」に目覚める事です。 

「宇宙の愛」は、私達人間のみならずスターピープルや創造主、そして宇宙の全てを生みだ

した創造の源です。 

私達が「宇宙の愛」とひとつである時、私達は深い安らぎと幸福に満たされます。 

そこからは、決して争いもエゴイズムも支配も生まれません。 

ただ、愛に満ちて進化していく世界が広がるのです。 

 

私達は、現在良く彼等の世界に行き、私の体を癒してもらったり「宇宙の愛」について教え

てもらっています。 

彼等の教えはシンプルで大きな愛に満ち溢れています。 

もうすぐ、彼ら共に一緒に働けるのかと思うと楽しみです。 

しかし、彼等は依存されたり「自分を助けてください。」という人の事はあまり好きではあり

ません。 

自分の力で成長しアセンションを迎える人達と共に生きていく事を望んでいるのです。 
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この「宇宙からの贈り物」が発行された２０１６年からアセンションの状況は大きく変わり

ました。 

現在２０１９年の７月、地球のスピリチュアル次元はすでにアセンションを迎えていますが、

地球の物理次元では、度重なる「闇に落ちた創造主」やダークピープル達の攻撃によって、

多くの人々が光の多い世界に移行する事が出来ずにいます。 

また地球の物理世界の分離も十分に行われていません。 

 

私達の宇宙も、「愛で統一された宇宙」などの創造主やスターピープルに手伝ってもらい、「闇

に落ちた創造主」達による様々な妨害に対処しながら、２０１９年末のアセンションに向け

て活動しています。 

 

この章では２０１７年以降に発表した最新のアセンションに関わるメッセージから、いくつ

かご紹介したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第９章 最新のアセンションメッセージ 
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地球の人達がアセンションした世界に行くために 

２０１７年１２月 

 

地球を見守るスターピープルと私達は共に、光を持った地球人を守る為に働いています。 

それも、地球のアセンションという大切な計画を実現するために。 

地球のアセンションは、多くの人が考えているように、地球の全ての人達がアセンションす

るのではありません。 

それも、何もする事なくエレベーターに乗るように上がっていくと考えている人は大変な勘

違いをしています。 

 

地球の人達は、これから自分の価値観やスピリットの状態にあわせて様々な世界に移り住む

事になります。 

私達は、その事を分離と呼んでいます。 

人々は自分と同じ考えや生き方をしている人達と同じ世界を創造し、そこで生きていく事に

なります。 

それが、地球人にとって新しい学びの世界になりますので、自分に必要な学びを行うために、

自分に一番合った世界に行く事になります。 

 

今はまだ、物理世界では完全な分離が行なわれていないので、様々な波長の人達が同じ世界

で暮らしていますが、スピリットの世界では分離は終了しています。 

やがて、地球の物理世界でも人々の住む世界が分かれてくる事になります。 

もし、自分が愛に溢れた人達、誠実で地球や地球に生きる生命達を大切にするような人達、

精神的に進化して宇宙のために働く事が出来る人達と同じ世界に行きたいと思うのなら、ま

ず自分がそうあらなければなりません。 

自分が努力して意識進化をする事なく、そのような人達にくっついていれば、そのような世

界に行けると考えるのは間違いです。 

 

依存心が強い人達は、自分自身にたいする責任を放棄していますので、光が多い世界に行く

事はありません。 

本当に目覚めた人ならば、他人が依存してきた時に、その人の成長にならないとわかった時

点で、その人の依存を断ち切るように指導します。 

 

しかし、人々を支配して富を得たり、自己満足を得たい人は、あえて多くの人々を自分に依

存させようとします。 

地球の人達がアセンションした世界に行くために 
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そのために、自分のカリスマ性を吹聴して「自分について来れば大丈夫！」という幻想を人々

に見せます。 

依存症の人は、その幻想に引きつけられて、その人に依存してしまうのですが、依存させて

もらう代わりに、お金やエネルギー、そして自分の大切な未来をその人に譲り渡していかな

ければならないのです。 

 

また、他人からエネルギーや光を奪う事が大好きな人々やダークピープル達は、お人好しで

愛情深い人々が自分と異なる世界に行く事を邪魔しようとします。 

もし、そのようなお人好しが１人もいなくなり、他人から光を奪う事ばかりを求めている人

達だけの世界になってしまったら、光を奪う相手が誰もいなくなってしまうからです。 

光を奪う事が大好きな人々の多くが、ダークピープルと一体化しています。 

彼らは自ら光を生み出す事もなく、他人に愛や感謝を与える事もしません。 

勿論、本人は自分自身が、ダークピープルに影響されているなどとは思いませんし、ダーク

ピープルの存在すら知りません。 

 

スピリチュアルな活動やヒーリングを行っている人も例外ではありません。 

スピリチュアルな事をやって立派な事を言っているから素晴らしい人だろうと思うと、大変

な目に合う事があります。 

スピリチュアルな事やヒーリングを行っている人の中には、経済的な利益や名誉欲のために、

これらの活動を行っている人もたくさんいます。 

そのような人に関わると、彼らは特殊な力を持っているために、皆さんの心もすぐに支配さ

れて、お金やエネルギーを貢がされてしまいます。 

 

自分自身がヒーラーやスピリチュアルの活動をしたいと思っている人も要注意です。 

最初は人々を癒したい、地球や宇宙のために役に立ちたいと考えて行動しているのですが、

いつしか、他の仕事をするよりもヒーリングの仕事をした方が儲かるしみんなからちやほや

されるからと考え始め、ヒーリングの目的がお金儲けや他人からの賞賛を浴びる事になって

しまいます。 

利益を得るために、不必要なセッションを行ったり、自分のところにとどまるように画策を

始めると、これはヒーリングの本来の目的から外れてきます。 

 

新しいヒーリングのやり方を習う時も、このヒーリングを行って、今まで以上にお金をかせ

ぎたい、みんなからすごいね、と言われたい、私ってたくさんのヒーリングができるから一

流、というような事を頻繁に考え始めると、それはもうダークピープルの罠にしっかりはま

っています。 

ダークピープルは、ヒーリングのエネルギーを簡単にコントロール出来ますので、お金儲け

や他人を支配する気持ちが強いと、そのヒーリングを行う事によって、自分だけでなくヒー

リングを受ける人にも、ダークピープルの影響が強く表れ、皆さんの純粋なスピリットが汚
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されてしまいます。 

ヒーリングは本来神聖なエネルギーを使って人々を癒すものですから、邪（よこしま）な気

持ちが強いとすぐに闇の力と繋がってしまうのです。 

そうなると、私達もお手上げです。 

 

また、社会的に活躍している人達でも、突然お金が儲かったり、特別な力が身についたりし

て、脚光を浴びる人達もたくさんいます。 

彼等は、富や名声を得て、多くの人からうらやましがられても、それが自分の力だと思って

慢心になっています。 

そしてさらに多くのお金や名誉を求め、他人を自分の思うままに操りたいと思い、支配欲や

エゴの虜になっていくのです。 

 

その様な人達にとっても、自分に依存してくれる人やお金やエネルギーを貢いでくれる人が

必要です。 

彼等も、自分達が暮らす世界で、自分達のために働いてくれるお人好しの地球人を確保する

ために、光を持った地球人が意識進化して、光が多い世界へ旅立っていく事を妨害しようと

します。 

 

これが今までの地球で行われてきた事ですし、今もおこなわれています。 

そのような支配欲やエゴの虜になった人達は、その人達の世界をどんどん広げようとします

から、その世界に関わりあわないようにする事が大切です。 

私たちはその仕組みに気が付きましたので、私達に縁がある人達が、その世界に関わる事が

無いようにアドヴァイスを行い続けていますが、やはりお金の魅力や名誉欲、依存心に負け

てしまう人も多いようです。 

 

私達は、多くのスターピープルや創造主達と協力して、地球の人々にこのような欲望や依存

心を植え付けてきた張本人であるダークピープルと闇の創造主から光ある人々を守ろうとし

てきました。 

彼らの行ってきた事を明らかにして、彼らを光の地球に向かう人々から分離して、光の世界

にこれ以上手出しが出来ないようにしてきたのです。 

 

私達は、ようやく地球のアセンションが完成するところまでやってきたのです。 

本来ならば、もっとたくさんの人々を光の世界に連れて行きたいのですが、闇が多い世界が

心地よいからと言って、その世界に残る事を決めた人達はどうする事もできません。 

しかし、たとえ少ない人数であったとしても、光 50％台のアセンションした世界に入ってく

る人達は貴重です。 

なぜなら、そのような人達が素晴らしいスターピープルとして成長し、やがて天の川銀河や

この宇宙を助けるために働く事になる事がわかったからです。 
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アセンションすると何が変わるのか 

２０１８年１０月 

 

ときどき、地球のアセンションが起こると全てが一度に変わって素晴らしい世界になるのだ

と思っている人がいます。 

私も、以前はそう思っていましたので、アセンションにとても大きな希望を抱いたものでし

た。 

 

特にアセンションが進むにつれ、ダークピープルや闇の創造主からのサイキックアタックで

死にそうな目に合った事もありましたし、私の会社もスタッフ達が突然退職して売り上げが

急降下して倒産寸前まで行きましたので、地球がアセンションすれば、全てが変わってほし

いと、必死で願っていたものです。 

人は苦しくなればなるほど、誰かにすがりたくなります。 

その頃の私達もすがるような思いでアセンションのために働いていました。 

 

それでは、地球のアセンションが完了するとどの様な変化が起きるかを、私なりに説明して

みたいと思います。 

スピリチュアルな世界ではもうすでにアセンションは終了していますので、大きな変化が起

こりました。 

地球や地球が属している宇宙を荒らしまわっていた「闇の創造主」の多くが光に帰り、私達

の宇宙を統括する光の創造主達による宇宙の仕組みが完成したようです。 

そして闇の創造主に捉えられていたスターピープルや地球人のスピリットも解放され、私達

の宇宙は健全な成長を迎える事になります。 

 

しかしながら、私達の地球の物理世界はアセンションが完了しても全てが一度に変わるわけ

ではないのです。 

他の星の場合は、その星に住む種族たちの意識は一つに統合されており、種族が成長した証

として、その星ごとアセンションしますので、新しいステージに入る事をその星に住む全て

の人達は喜びをもって迎えます。 

 

しかし、地球のアセンションは、地球人がアセンションの事をほとんど知りませんので自分

達に何が起きているか理解する事が出来ません。 

そのために、地球では、多くの人達が住む物理世界が一度に変わる事はありません。 

地球のアセンションは、他の星のアセンションと違って、異なる波長をもつ人々を分離する

アセンションすると何が変わるのか 
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事からはじまったのです。 

 

最初は、創造主達も地球人全てをアセンションさせて、地球人の種族そのものを進化させよ

うと考えていたようですが、地球人は様々な価値観を持っており愛の度数も人によって全く

違います。 

 

地球人としての進化を望まず、欲望のままに暮らしたいと考えている地球人も多数いました。 

しかも、地球には多くのダークピープルがかなり昔から入り込んでおり、地球人をコントロ

ールして地球の物理世界を支配していたのです。 

スターピープルや光の創造主は、闇の創造主によって、その力を抑え込まれておりましたの

で、十分に活躍する事が出来ず、地球は闇の多い世界になってしまっていたのです。 

このままでは地球人を進化させるどころか、彼らによって捉えられたスターピープルや地球

人のスピリットさえも助け出す事が出来ない状態でした。 

 

創造主は、その現実を見て、地球人の全てをアセンションさせるのではなく、地球人として

進化していく意思を持っている人だけを救い出しアセンションさせるしかないと考えたので

す。 

そのために、光を多く持った地球人や愛の度数の高い地球人、純粋で優しい心を持った地球

人を地球の物理世界から助け出す事をスターピープルに命じたのです。 

 

地球のアセンションは、地球をいくつかのパラレルワールドに分け、様々な価値観を持つ人々

や異なる波長を持つ人達を、それぞれの地球に分離する事を第１目的とする事にしました。 

そして地球人として進化を望む人達や光が大きい人達、愛の度数が高い人達を光が多い地球

へと送り、そうではない人達と世界を分ける事にしたのです。 

彼らが送られていく世界は光 51％以上の世界になりますから、光の創造主達が統治する世界

となります。 

 

同じ地球人でも、自分の事ばかり考えている人や経済的な利益ばかりを追い求めている人、

他人を支配したい人、他人の物を略奪する事に喜びを覚えている人達は、スターピープル達

がどれほどメッセージを送っても振り返ろうとしませんので、彼らは今までと同じ地球に残

り、今までと同じような世界で暮らす事になります。 

 

このような人達の生活や人生は今までとは何一つ変わる事がありませんのでアセンションが

起こっている事には全く気付きません。 

これが「物理世界での人々の分離」と呼ばれているものです。 

 

「物理世界での人々の分離」を簡単に説明すると、皆さんが中学校を卒業して、次にさまざ

まな学校に行ったり就職したりする事に似ています。 
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中学校までは、どのような子供達であっても同じクラスで同じような教科を学びます。 

全ての子が分け隔てなく生きる事ができます。 

これが今まで、皆さんが生きてきた地球の在り方でした。 

皆さんがどの様な人であったとしても、全ての人と同じ物理世界に生きる事が出来ました。 

そして考え方が全く異なる人とも自由に会って会話をしたり学び合う事もできたのです。 

 

しかし中学校を卒業すると、皆さんは自分の目的や価値観に合わせて様々な学校に進学する

か就職する事になります。 

もっと勉強して大学に行きたいと思う子は高校の普通科に行きますし、工業や技術を学びた

い子は工業高校、農業を学びたい子は農業高校、社会に出る準備をしたい子は商業高校に行

きます。 

芸術や音楽など特別な技能を身に着けたい子はその様な学校に行くか先生について修行しま

す。 

あるいは進学せずに、会社などに入社して社会に出る子もいます。 

どの道を選択しても自由ですし、どの道が良いとか悪いという価値判断もありません。 

ただ自分が行きたい道に進む事になるだけです。 

 

地球のアセンションも同じです。 

今の世界がよいと思う人もあれば、もっと争いが多くサスペンスな世界が良いと考える人も

います。 

あるいは、経済的、政治的に成功して、もっと豊かになりたいと考えている人もいます。 

あるいは、豊かな愛の世界に行って地球人として進化したいと考えている人もいるでしょう。 

現在の地球のアセンションは、それぞれ自分達が望む世界に分かれて歩みはじめた状態です。 

 

これから、皆さんは自分が望む世界で生きていく事になります。 

しかし自分の意識と行動が伴わなければ、自分が望む世界に行く事はできません。 

いくら光が多い世界に行きたいと思っていても、自己中心的な生き方や他人に依存するよう

な生き方をしていては、決して光の世界に行く事はできません。 

 

また憎しみや怒りの感情、不安や恐れ、悲しみの感情に支配されていては、愛に満ち溢れた

人々と同じ世界に行く事もできません。 

皆さんが、自分が望む世界に行くためには、それにふさわしい自分になるための努力が必要

です。 

そうでなければ、現在の自分に見合った世界に行く事になります。 

 

しかし、光の多い世界やアセンションした世界についたからといって、そこがまるで楽園の

ような素晴らしい世界であるわけではありません。 

最初は、あなたが今まで暮らしていた世界とほとんど変わりない世界です。 
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その現実にがっかりする人もいるかもしれませんが、アセンションが完了するとすべてが変

わる、という期待はすべて捨ててください。 

 

アセンションした世界は、初めから理想の世界があるわけではなく、これから作り上げてい

かなければならないのです。 

しかし、そこに生きる人達は、愛の度数が高く地球人の意識進化を望んでいる人達ばかりで

すので、今までとは異なる素晴らしい未来が開けてきます。 

一緒に生きているだけでも、楽しい気持ちが伝わってくる事でしょう。 

そして、あなた自身が多くの仲間達と共に、すばらしい未来を作り上げていくのです。 

誰かが、自分のために光の楽園を作ってくれると考えている人は依存心が強い人なので、初

めから光の世界に入る事はできません。 

 

１人１人が自ら光の世界を作り、地球人として意識進化してスターピープルになっていく事

が大切です。 

その為に必要な事は、私達の友人であり、教師であるスターピープル達が指導してくれる事

になっています。 

 

光が多い世界では、地球人の進化をサポートしてくれるスターピープル達との交流も始まる

でしょう。 

彼等は何時でも注意深く私達の事を見守り、地球人がアセンションしていく事をサポートし

てきました。 

私達は、常に彼等の助けを受けていたのですが、彼らの事は全く知らずに過ごしてきたので

す。 

 

光が多い世界では、地球人の心の準備ができたら、スターピープルとのファースト・コンタ

クトも行なわれる事になっています。 

皆さんが、スターピープルに対する恐れや不安、そして助けてもらいたいという依存心を捨

て、自分達の進化のために、良き先輩として導いてくれる存在であると理解したとき、ファ

ースト・コンタクトは行われます。 

 

また、スターピープルは皆さんの夢の中に現われたり、潜在意識に働きかけて、皆さんの意

識が活性化していくサポートをずっと行ってきましたので、地球人全体のファースト・コン

タクト以前にも、個人的にスターピープルと出会う人も出てくることでしょう。 

 

予定では、光が多い世界において、数年から数十年の間にスターピープル達が地上に姿を現

し、私達の新たな進歩のために様々な面で協力してくれる事になります。 

それは、私達の生活をさらに進化させていく様々な技術や考え方、新たなシステムをつくる

ための価値観などを地球人が見出していく事を助けてくれます。 
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そして、地球人は大いなる意識の目覚めを迎えるのです。 

 

しかし、その為には、私達地球人が乗り越えていかなければならない問題がいくつもありま

す。 

多くの国に分割されている地球が、ひとつに統合されていかなければならない事や「愛」を

基本とした教育と社会的なシステムを作りあげていかなければならない事です。 

そして、それらを実現するためには、私達１人１人が宗教や国境、人種や考え方の違いを乗

り越えて、共に助け合えるような地球意識を身に着けていかなければならないのです。 

それが、地球のアセンションの目的でもあります。 
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〇「愛で統一された宇宙の創造主」から 2019年に向けてのメッセージ 

2019年１月 

 

私達「愛で統一された宇宙の創造主」から TAKESHI さんと皆さんに、新しい年を迎えるに

あたってのメッセージ送りたいと思います。 

 

皆さん達の宇宙は、皆さんの宇宙の創造主やスターピープル達が一生懸命努力して、光の多

い宇宙にしようとしたにも関わらず、闇の多い創造主によってあなた方の努力はいくどとな

く踏みにじられ、光が多い宇宙になる事ができませんでした。 

闇の多い地球に囚われた地球人達の救出もなかなか進む事ができませんでした。 

 

特に最後に現れた「宇宙を侵略する創造主」をはじめ闇の多い創造主達の力によって、あな

た方のアセンションは大きく予定を狂わされてしまいました。 

さすがに「宇宙を侵略する創造主」達の力は大きく、皆さんの宇宙の創造主達では太刀打ち

がでませんでしたので、私達「愛で統一された宇宙」や「クリエイティブな愛の宇宙」の創

造主達とスターピープル達が皆さんの宇宙に入り、皆さんの宇宙を侵略する創造主達と闇の

存在達を一掃する事を行わせていただきました。 

 

まさに皆さんの宇宙にとっては今まで経験した事もない非常事態であったと思われます。 

しかしながらこの宇宙には、まだまだ皆さんが知らない事、体験した事もない事がたくさん

あります。 

そのような事を体験して乗り越えながら、皆さん達はさらに大きく成長していく事と思われ

ます。 

私達は皆さんの良き先輩として、それらの困難を乗り越えるためのサポートをしていきます。 

 

さてそれでは地球に生きる皆さん達にとって、これから何が必要なのか、今の状況はどのよ

うになっているのかという事を私の方から説明させていただきます。 

まずこの地球は今までの「闇の創造主」達の働きによって、非常に混迷した時代が続いてい

ました。 

一時期は光の保護区を作り光の世界へとアセンションする人達のクリアリングを行い始めた

のですが、その光の保護区も破壊され、光が多い世界に行く人達もまた深い闇の中へと投げ

出されてしまいました。 

 

そして今までよりもさらに力を持ったダークピープル達の罠によって、皆さんの心やスピリ

「愛で統一された宇宙の創造主」から 2019 年に向けてのメッセージ 
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ットは、再び光 40%代の闇の多い世界へと捕らわれる事となってしまったのです。 

 

私達は TAKESHI さんが行っている「神聖なる宇宙の光」のアチューメントを通して、様々

な人々のゲートを使い、いたるところに捕らえられた皆さんのスピリットや魂を救出してき

ました。 

そして皆さんが再び光が多い世界に向かって歩む事ができるように、私達は引き続きサポー

トしていきます。 

 

皆さんの宇宙の創造主達も、もうすぐ戻ってきます。 

今までは「宇宙を侵略する創造主」達の影響によって、皆さんの宇宙の創造主達が闇の多い

世界へと引っ張られてしまう事を私達は警戒して、一時期皆さんの宇宙から撤退していただ

きました。 

 

ようやく「宇宙を侵略する創造主」達のエネルギーも一掃され、彼らによって作り出された

ダークピープル達も追い返す事ができましたので、201９年からはいつものように皆さんの

宇宙の創造主達が十分に活躍していただける事となります。 

 

皆さんの宇宙の創造主も今までのように闇を多く含んだ創造主ではなく、愛を多く含んだ創

造主に生まれ変わりましたので、地球の人達も、これからは闇によって学ぶのではなく愛に

よって学ぶという世界に変わっていく事と思います。 

 

今までの闇が多い光 40%台の世界では、争いや抑圧、暴力、支配というようなものが中心的

なテーマでしたが、これから光 40%台の世界においても障害を乗り越えて精神的な進化の道

を歩むという事が中心的な課題になってくると思います。 

 

たとえ光 40%台の世界でこれから生きていく人達に対しても、私達、愛の創造主は常に働き

かけ、皆さんが光の多い世界へと向かう事ができるようにサポートを行いたいと思います。 

 

これから光の多い世界に向かうために新たに作られたクリアリングルームや光の保護区に向

かう人達にとっても、私達は愛の多い導きを行いたいと思います。 

光の多い世界に向かう人達は、自分の中にある様々な感情やネガティブなエネルギーをさら

に浄化して、愛のエネルギーを高めていかなければなりません。 

 

皆さんがこの地球で長い間生きてきた世界は光よりも闇が多い世界でした。 

そのために抑圧される事や支配される事、人から騙される事や裏切られる事などの記憶が、

あなたの心や魂の中に深く刻まれており、その時の苦しみや悲しみ、怒りや憎しみの感情が

あなた方の中にまだたくさん残っています。 
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そのような感情をまずクリアリングしていきましょう。 

憎しみや怒り悲しみなどの感情がたくさん残っていれば、あなたの心の中に愛が宿る場所が

なくなってしまうからです。 

皆さんが光の多い世界に行くという事は、皆さんの心の中に愛をエネルギーを高めていく事

なのです。 

 

そのために必要な事は憎しみや悲しみ、苦しみなどのネガティブな感情を光に返していくこ

とです。 

そしてそれと同時に皆さんの中にあるスターピープルとしての資質や人間として成長してい

くための資質を高めていかなければなりません。 

 

これは TAKESHI さん達のアチューメントを通して私達は様々な人々に関わり、アチューメ

ントを受ける人達だけではなく多くの人達の意識進化や人間として成長するための資質を修

正し活性化しています。 

 

そして皆さんは、自分本来の資質に目覚め、皆さんの中にある大天使やフェアリーの意識、

そして愛の意識や地球と共鳴するような意識を高めていってバランスのとれた人間に成長し

ていかなければなりません。 

 

愛だけが強くても、実行力がなければその愛を現実世界で行使する事はできません。 

また奉仕の気持ちが強くても叡智がなければそれは自己犠牲になってしまいます。 

このように私達は皆さんが光の世界に行くために精神的進化する事をサポートしております。 

 

また、ほかのスターピープル達も皆さんの成長のために私達と共に働いています。 

特に今まで皆さんが抑圧された生き方、そして自分の本当の生き方ではない生き方をさせら

れてきた事を修復し、これからは自分本来の生き方ができるようにしたいと願っています。 

 

皆さんが自分本来の生き方をするためには、正しい判断力や自分の内なる真実を見極める力

が必要です。 

スターピープル達は、地球の人達に働きかけ、そのような正しい判断、真実を見極める力と

いうものを高めようとしています。 

 

この事はとても大切な事です。 

皆さんの中にある光、皆さんの中にある愛を奪われないように、そしてあなたがたが光の世

界に向かって意識進化するように多くのスターピープル達が皆さんを取り囲み守っているの

です。 

皆さん達はやがてこの地球の意識とも深く繋がり、この地球共々、光の世界へアセンション

していくでしょう。 
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その道筋も創造主達と共に考えています。 

 

地球のアセンションは思ったよりも複雑で、そしていくつもの宇宙を巻き込むほどの大きな

確執の場となりました。 

しかし、これからは皆さんをしっかりサポートして光の世界へと導きたいと思います。 

そしてそのためには皆さん自身が横道にそれる事なく、自分の真実を見極めてしっかりと歩

んでくださる事が大切なのです。 

私達はその事を固くお願いしたいと思います。 
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〇アセンションをおこなわなければならない理由 

２０１９年６月 

 

それではアセンションの事についてお話ししたいと思います。 

今この地球で何が行われているのか、そしてこれから何が起こるのかという事についてもお

話ししたいと思います。 

 

今まではこの地球に住む全ての人達が同じ世界に生きてきました。 

この地球は本来多くのスターピープルや地球人達が様々な事を学び、意識進化していくため

の場所として作られたのです。 

 

現在この地球で活躍している地球人達は、天の川銀河の中でも優秀なスターピープル達の遺

伝子を組み合わせて作られました。 

そして、地球人達は他の星の種族達よりも早く意識進化して立派なスターピープルとして育

つ予定でした。 

 

もしスターピープル達が地球人に対して遺伝子の操作をしなければ、現在の地球には皆さん

のような叡智を持った人類は、まだ存在していなかったと思われます。 

地球の歴史の多くを過ごしてきた類人猿と呼ばれるような種族達がその時よりは少しばかり

賢くなったまま地球に住んでいた事でしょう。 

 

もちろん彼らは今皆さんが体験しているような文明や自動車や飛行機、巨大な建築物そうい

ったものとは全く無縁な世界で今も生き続けている事でしょう。 

 

皆さん地球人は、もともと地球で生きていた種族の遺伝子の中に、優秀なスターピープルの

遺伝子を組み込む事によって信じられないほどのスピードで進化を遂げていったのです。 

そしてこの地球人はさほど長い時間を経ずして優れた人種として成長し、この地球から天の

川銀河全体に関わるようなスターピープルへと進化していくはずでした。 

 

しかしながら様々な理由によってその事は未だ実現していません。 

もし当初の予定通り地球人が進化したならば、すでにレムリアやアトランティスの時代には

地球人は立派なスターピープルとなって活躍していたことでしょう。 

 

しかしながら地球人は予想に反して争いや奪い合い、戦争、支配そのような事に目覚めてし

アセンションをおこなわなければならない理由 
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まいました。 

調和を重んじお互いが協調しながら進化していくという面は決して失われたわけではありま

せんが、それよりも人と争い、自分の利益のために人を犠牲にするというような性格が勝っ

てしまったわけです。 

 

スターピープルや創造主達は、皆さんを何度も軌道修正させ、本来皆さんがなるであろうと

思われているスターピープルへ向かう道を用意してきました。 

それがエジプトのファラオであったりイエスキリストであったりしたわけです。 

 

しかしながらその試みというものもまた成功しませんでした。 

そのために、争いや抑圧、自己中心的な欲望というものが皆さんの遺伝子の中に根付いてし

まったのです。 

 

私達は地球をアセンションさせる事でそのような遺伝子を地球人から取り除き、愛と調和と

進化の遺伝子をもう一度活性化したいと考えているのです。 

今まで、自分の仕事や活動を通して活躍してきた人達もたくさんいますが、その多くの人達

が自分の利益や自分のエゴのために活動し、自分の名誉や自分が素晴らしい存在である事を

アピールしてきました。 

 

しかしながらそのような思いで生きてきた人達によってこの地球は少しずつ闇が深いものと

なってしまったのです。 

そして心優しい人達、光を持った人達、純粋な愛を持った人達は、抑圧や弾圧をうけ、社会

の片隅へと追いやられて行ったのです。 

 

地球のアセンションというのは、そのような世界から、愛と調和を求める人達を助け出すた

めに計画されました。 

そして闇が多い地球から光が多い地球を分離し、アセンションした地球人達をスターピープ

ルへと進化させていくために行われます。 

 

今のままではこの地球に生まれて来る人達の多くが闇に飲み込まれてしまい、本来持ってい

た光や夢、愛を失ってしまいます。 

今回地球のアセンションに失敗したならばもうこの地球から光を持った地球が生まれる事は

ないかもしれません。 

 

そして、この地球から光を持った人達が助け出され本来の地球人として進化の道に入ってい

く事もなくなるでしょう。 

創造主やスターピープル達はその事を知っているために、今回だけは闇の多い存在達にこの

地球を渡す事はできなかったのです。 
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たとえ光を持った地球が今までの地球よりもはるかに小さいものであったとしても、その世

界に生きる人達は多くの希望と夢を持ち、素晴らしい未来を作り出す事ができるのです。 

今回はそのような闇の多い世界から光が多い地球を生み出すという事が、アセンションの最

大の目的です。 

 

あなた達地球人にしてみれば、今まで闇の多い世界に生きていた人達が少しでも光の多い世

界に生きていく、あるいは光の多い世界に生まれ変わるという事が大切な事なのです。 
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〇アセンションする人の現状と未来 

２０１９年６月 

 

これから地球は大きく分離していきます。 

しかしながら今の時点では、私達が見る世界にそれほど大きな違いはないかもしれません。 

「光の地球」に移り変わったからといって全てが輝いているわけでもないし、全てが愛に満

ち溢れているわけでもありません。 

 

例え光 51%の世界に行ったとしても、まだまだ 49%の闇があります。 

しかしながら１パーセントでも光が多くなる事で、この地球の未来が大きく変わっていくの

です。 

 

１パーセントでも闇が多ければ、その地球は闇の世界に向かって進んでいきます。 

しかし１パーセントでも光が大きければ、その地球は光に向かって進んでいくのです。 

たとえ１%の差であったとしても、そこには大きな違いがあります。 

 

あなた方が、光が１パーセントとでも多い世界に入っていくという事が大切なのです。 

あなた方の目には今までの世界とは何も変わらないかもしれません。 

それは出発する場所が同じだからです。 

この 2019年という地球の現実から、ふたつの世界は出発するのです。 

 

しかし 1 年経ち 2 年経ち 3 年経ち 4 年経って行くとどんどんその違いが見えてきます。今

まで皆さんが住んでいた闇の多い世界から抜け出し、とても美しい田園風景が広がる美しい

場所を走っていく電車に乗る事と同じです。 

今はまだ２つの地球は同じようにゴミゴミとした街の中を走っています。 

１つの電車はこのゴミゴミとした街の中を環状線のように回り続けていくでしょう。 

 

しかしながらもう一つの電車はその環状線から離れて光のある世界へと向かっていくのです。 

今皆さんは、どちらの列車に乗ったのか、という事ぐらいの違いしかありません。 

そしてやがて光に向かう電車は走り始めます。 

そして光に向かう電車は途中下車をしていく人達もたくさんいます。 

光 5１%の世界に留まる人達、光 53%の世界に留まる人達、そういった人達はそれぞれの駅

の停車場でその列車から降りて行きます。 

 

アセンションする人の現状と未来 
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そしてゴミゴミとした荒れ果てた街よりも美しい街ですが、そこまで大きく変わらない街の

中で生きていきます。 

しかし列車に乗り続ける人は更に光 55%の世界を抜けて光 57%、光 59%、光 60%の世界

へと入っていきます。 

 

もちろん気楽に電車の中に乗っているだけでそういう世界に行けるわけではありません。 

所々の駅で自分自身も降りて、その街でいろんな事を学び、そしてさらに成長して、新しい

列車に乗ります。 

自分自身が成長しながら、その街から出て次の光の多い街へと移り変わっていくのです。 

 

そうやって少しずつ自分のレベルを変えていきます。 

それは自分が生きている間に起こるかもしれませんが、何度も何度も生まれ変わりながら新

しい街へと移り変わっていく場合もあります。 

今までは自分がいくら移り変わったとしても同じ闇の多い町にしか生まれる事はできなかっ

たのです。 

しかしながら、これからあなたは、学びを得たら学びを得た分だけ光の多い街へと生まれ変

わる事もできるのです。 

 

ただあなたの中に自分自身が成長したいという意思がなくなってしまえば、あなたはまた闇

の多い街へと戻るかもしれません。 

あるいは光 5１%や 5２%といったような今までよりは少しはいいけれど、ただ地球人が進化

するには、まだ足りないという街の中で生きていくかもしれません。 

 

それはあなた自身が何を学び、そして何を実践していくかによるのです。 

決して難しい事ではありません。 

今までの自分よりも良くなろう、 

今までの自分よりも誰かに優しくしよう、 

今までの自分よりも自分を愛そう、 

今までの自分よりも自分が本当にやりたい事をやろう、と言うように少しずつ変わっていく

事がアセンションなのです。 

 

あなたが住む世界が一変に変わるわけではなく、あなた自身があなたの人生を愛と光に満た

してクリエイトしていかなければならないのです。 

それがアセンションなのです。 

 

どうかあなたの行く先を見間違えないでください。 

しっかりと行き先を見定めて進んでいってください。 
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フィオーレ族からのメッセージ 

「アセンションへの道」を歩んでください 

2019年 6月  

 

このメッセージは非常に特別なメッセージです。 

それは、今まで地球のダークピープルを生みだし「紫ピラミッド」を組織していた黒幕であ

るフィオーレ族が「闇に落ちた創造主」からの意識コントロールを解かれ、スターピープル

へと戻ってきたのです。 

そして彼らは光の創造主と共に地球人のアセンションを手伝う事になりました。 

彼らが今までの罪滅ぼしのためにこのメッセージを送ってきたのです。 

このメッセージによって、地球人のアセンションは今まで以上に速いスピードで進む事にな

ると思います。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

光の創造主と私達スターピープルはこの地球に新たなアセンションへの道を設定しました。 

私達が地球に生まれた人々や地球に来たスターピープル達に起きた不幸な出来事を修復した

事によって、この地球と皆さんの宇宙は、新たな地球、新たな宇宙を生み出す事ができまし

た。 

それは「闇の創造主」やダークピープル達が支配することが無かった地球です。 

そこではもうすでに地球人はスターピープルとして活躍しています。 

私達は、皆さんをその地球にご案内したいと思っています。 

 

もちろん今までの地球も、今までの宇宙も存在します。 

今までと同じ地球にこれからも生きていきたいと願う人達がこの地球で生きるためです。 

 

しかしながら本来スターピープルとしてアセンションするためにこの地球に生まれた人達、

自分達の意識を進化成長させるためにこの地球にやってきた人達は、その人達が本来望むべ

き世界へと移り変わる事ができるようになりました。 

 

それは皆さんが「闇に堕ちた創造主」やダークピープル達の関与がなければ、このような 世

界になっただろう、このような地球人として進化しただろうと予測される世界へ皆さんが移

り変わっていく事ができるようになったという事です。 

 

「アセンションへの道」を歩んでください 
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皆さんはどちらの世界に行くのか、自分自身で選択する事ができます。 

今までの闇の多い宇宙、私達が問題点を修復しない地球に生きる事もできます。 

それは今までの地球と変わらない地球です。 

 

また「闇の創造主」達の関与が無かったように修復された地球、光が多いアセンションした

地球に行く事もできます。 

もちろん皆さんはすぐその世界に入る事はできませんので、私達は今の皆さんの現実からこ

のアセンションした地球へと向かう架け橋のようなものを作りました。 

 

それは私達が「アセンションへの道」と呼んでいるものです。 

地球が本来そうであったようなアセンションした世界に入ろうと思う人達は、今の闇の多い

地球から離れて、この新しい道を歩んでいかなければなりません。 

「アセンションへの道」では今までの現実から異なる現実に入るための様々な調整が行われ

ます。 

 

その世界では、皆さん達はスターピープル達の手助けを受けて、皆さんの意識が成長するよ

うに、皆さんの憎しみや苦しみなどの感情が愛や喜びの感情に変わるようにサポートいたし

ます。 

 

スピリットレベルで光の世界に行く事を決めている人達の中で、肉体の意識では何も気付い

ていない人達は、肉体を捨てて生まれ変わる時に光の地球に入る事になります。 

現在の地球の状況では、アセンションした世界に向かう多くの人達はそのような方法をとる

事になるでしょう。 

 

しかしながら、この地球のアセンションは、肉体を持ったままで地球人がアセンションする

事が大切な目的となっていますので、皆さんの精神的な成長や愛を高めながら、アセンショ

ンした世界へと合流させていかなければならないのです。 

 

そのための様々な作業を私達は皆さんと共に行いたいと思います。 

肉体を持ったままアセンションした世界に入る人達にとっては、これから思いがけないよう

な事が起こります。 

スターピープル達と出会ったり、自分の過去や過去世の問題をクリアリングしたり、場合に

よっては、今までの人間関係を清算して新しい家族を迎える人もいるかもしれません。 

本当に皆さんが共に歩むべき人と出会い、新たな仲間を作り出す事もこの「アセンションの

道」では起こります。 

 

私は皆さんにお願いしたい事があります。 

この「アセンションへの道」に入るためには、皆さんの意識がある程度変わっていかなけれ
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ばならないのです。 

「アセンションの道」は今まで皆さんが生きてきた世界よりも一段高い場所にあります。 

その一段高い場所へ皆さん自身が移動してもらわなければならないのです。 

TAKESHIさん達がよく言っているように、光 51%以上の世界に入るためには大きな壁があ

ります。 

その壁は皆さんの感情です。 

そして皆さんの意識のあり方です。 

 

私達はよく光が多い世界での習慣や考え方を学んで下さいと言います。 

今まで皆さんは闇が多い世界に生きてきたので、闇が多い世界で作られた習慣や条件づけの

もとに生きてきました。 

誰かに依存する事や自分の特殊能力を伸ばして利益を得たいと思う事、あるいは手軽にお金

を儲けたり豊かな生活をしたいというような事、そして一番大きな習慣は現実生活は変える

事はできないのだというような考え方です。 

 

現実世界はもっと柔らかいものです。 

もっと柔軟です。 

私達はこの現実世界が柔軟だからこそ「アセンションへの道」を設定して、皆さん１人１人

が本来のアセンションした世界に合流するような現実世界を作り出す事ができるのです。 

しかしながら皆さんが現実世界は変える事ができない、私自身を変える事ができない、自分

がいる場所から変わる事ができないと考えていれば、皆さんはこの「アセンションへの道」

に入る事はできません。 

 

なぜならば、そのような人は、自分の意識が変わらない事、変化をしない事を望んでいるか

らです。 

「アセンションへの道」に入るためには現実世界は自分の意識で変える事ができる、自分が

望んだ世界が現実になるという事を確信しなければなりません。 

そして自分自身は光の多いアセンションした世界に移り変わっていくために十分な資質を持

っているという事を信頼しなければならないのです。 

 

自分自身に対する自己否定やネガティブな気持ちを持っていてはこの「アセンションの道」

へと入る事ができません。 

また闇の多い世界特有の考え方、物理世界にフォーカスして、物理世界の豊かさばかりを追

い求めるような考え方をしていてもこの「アセンションの道」へと入る事はできません。 

 

アセンションした世界は物理的な欲望よりも精神的な愛を大切にする世界ですから、そこで

既に波動が変わってしまうのです。 

アセンションした世界は愛の波動を持って見なければ見えない世界です。 
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愛を軽んじている人や愛を見失っている人達には、このアセンションした世界へ続く道とい

うのは見えません。 

ですから TAKESHI さんが何度も何度も言ったように、憎しみや苦しみ、悲しみの感情を捨

てて愛の波動に意識を統合してください。 

 

今までは闇の存在達やダークピープル達によってその事が妨げられてきました。 

皆さんが愛や慈しみの気持ちを持たないように、皆さんの心に様々な欲望を植え付け、憎し

みや苦しみ、悲しみを心の中で引きずるために、様々な罠や過去を生み出してきました。 

しかしながらそう言った事は全て「アセンションの道」に入れば幻となります。 

 

あなた自身がその事に影響を受けなくなるからです。 

どうかあなたの中に残っている憎しみや悲しみなどの感情を全てクリアリングしてください。 

そして愛の意識、愛と喜びの感情に自らの身を委ねてください。 

 

この事が今までは難しかったかもしれません。 

しかしながら、これからは私達がサポートさせていただきます。 

今までのように皆さんが光の世界へ歩む事を邪魔する者達はもうすでにいなくなりました。 

そして皆さんが本当に素晴らしい世界へと歩んでいく事ができるように、私達は皆さんを指

導し導いていくのです。 

 

その事によって皆さんは今までよりももっと簡単に意識を成長させ、「アセンションへの道」

を進んでいく事ができます。 

今まで皆さんがアセンションする事を妨害していた存在はもうすでにいなくなり、皆さんを

サポートする力強い仲間達が増えたのです。 

皆さんは安心して光の世界へと入って行く事ができます。 

その事を信頼して、現実でも私達と共に光の世界へ入る方法を自分達なりに探し実現してく

ださい。 

 

 

                   2019年 6月 24日 TAKESHI 


